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開会 午前９時３１分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２５

年第２回豊能町議会定例会を開会いたしま

す。 

  ここで、この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、この後、議会運営委員会を行い、

全員協議会を開いて、その後になります。 

（午前９時３２分 休憩） 

（９番・福岡邦彬議員退席） 

（午後１時０１分 再開） 

○副議長（小寺正人君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  定例会に当たりまして、町長より発言を

求められていますので、これを許します。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、こんにちは。 

  季節もようやく春に向かって歩み始めよ

うとしている中、平成２５年第２回豊能町

議会定例会の開会に当たり、一言御挨拶申

し上げます。 

  議員の皆様方には、公私何かとお忙しい

にもかかわらず、議案審議のため御参集い

ただきましてまことにありがとうございま

す。 

  町長に就任して初めての当初予算の審議

であり、身の引き締まる思いであります。 

  ことしに入りまして円安・株高となる中、

国の平成２４年度補正予算が２月２６日に

可決され、デフレ脱却に向け進められてお

りますが、ＥＣ諸国の政治・経済の状況い

かんにより大きく左右されるのではないか

と感じているところでございます。 

  後ほど、議長のお許しを得て、平成２５

年度の町政運営方針を述べさせていただき

ますが、本日、議会に提案させていただき

ます議案は、条例制定５件、条例廃止１件、

条例改正８件、補正予算２件、当初予算８

件の合計２４件であります。どうかよろし

く御審議いただき御決定賜りますようお願

いさせていただきまして、私の挨拶とかえ

させていただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  お諮りいたします。 

  議会広報特別委員会並びに町広報担当課

より、今会期中における写真撮影の申し出

があります。 

  申し出どおり写真撮影を許可することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、今会期中、写真撮影を許可いた

します。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２０条の規定により、１１番・平井政

義議員及び１２番・高尾靖子議員を指名い

たします。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２９日

までの２６日間といたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から３月２９日ま

での２６日間と決定いたしました。 
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  日程第３「町長の施政方針について」を

議題といたします。 

  平成２５年度当初予算提出に対して町長

の町政運営方針演説がございます。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それでは、平成２５年度町政運営方針に

ついて説明させていただきます。 

  第２回豊能町議会定例会の開会にあたり、

平成２５年度の町政運営における基本的な

考え方と主な施策について、所信の一端を

申し上げます。 

  私が、住民の皆さまのご支援を賜り町長

となりまして初めての当初予算編成となり

ます。厳しい財政状況を踏まえた上で、住

みよいまちづくりと町の活性化に向けて予

算編成に取り組みました。 

  本町は、人口の減少が著しく、昨年末と

一昨年末の人口を比較しますと、実に５０

４人と大幅に人口が減少しており、加えて

税収の減少、超少子高齢化の中で、地方分

権や広域行政への取り組みを進めるなど大

きな転換期にあります。まさに自治体の能

力の真価が問われる時代となっています。 

  依然として本町を取り巻く社会経済情勢

は厳しい状況にありますが、町が誇れる一

面として、町内には多くのサークルやボラ

ンティア団体が存在し、また積極的にまち

づくりの機運が高まる地区があるなど、住

民には活力がみなぎっていると感じていま

す。 

  町政運営に取り組む私の基本姿勢は、住

民目線で行政改革を行うことです。そして、

職員の意欲の高揚と活力ある組織づくりを

進めることが肝要であると考えていますの

で、職員を対象に所属の垣根を越えた提案

の募集を行い、町の活性化などにつながる

提案を積極的に町政に反映させます。 

  そこで、次の４つのスローガンを掲げ、

職員一丸となって住民の期待と信頼に応え

ることができるよう町政を進めます。 

  ①徹底しよう！心のこもった住民サービ

ス、②積極的に！節約意識と経費の削減、

③考えよう！現状打破する歳入増加策、④

実現しよう！みんなが楽しい効率的な職場

環境。 

  住民の皆さまにおかれましては、このよ

うな取り組みを効果的・効率的に進めるに

あたり、「オール豊能」としての一体感の

もと、協働のまちづくりにご協力をお願い

します。 

  平成２５年度予算案。 

  日本経済再生に向けた緊急経済対策が、

平成２５年１月１１日に閣議決定されまし

た。この決定には、政府の日本経済を大胆

に再生させなければならないという強い決

意が伺えます。東日本大震災からの復興を

目に見える形で大きく前進させ、また、政

策の基本哲学をこれまでのいわば「縮小均

衡の分配政策」から、「成長と富の創出へ

の好循環」へと転換させ、「強い経済」を

取り戻すことに全力で取り組むという、日

本経済の再生に向けた強い意志・明確なコ

ミットメントを示すものとなっています。

さらに、政府は、日本銀行との共同声明と

して１月２２日には、デフレからの早期脱

却と経済成長に向け、政府・日銀の政策連

携を強め、一体となって取り組み、物価上

昇率２％をできるだけ早期実現を目指すと

しました。そして、平成２５年度予算案は、

緊急経済対策を柱とする平成２４年度補正

と一体的に「１５か月予算」として編成さ

れ、全体でみると１０６兆円にのぼる大規

模なものとなっています。 

  そのような状況の中で、本町においても

町行政を取り巻く環境は依然厳しいですが、

平成２５年度予算は、住民サービスの充実

や町の活性化に配慮した編成としました。 
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  例えば、中学生入院医療費助成事業、ユ

ーベルホール大規模改修事業などでありま

す。住民サービスを向上させることにより、

住民の転出を抑制し、税収の減少幅を少し

でも少なくする一方で、住民サービスが向

上することにより、ＵターンやⅠターンが

期待でき、町の活性化と人口の増加を図り

ます。また、町道等維持補修事業や光風台

大橋耐震化事業、小・中学校施設修繕事業

など工事関係事業を積極的に行うことによ

り、住民の安全・安心に資するとともに日

本の経済再生の一翼を担えれば幸いと考え

ています。 

  しかし、本町の財政状況は、財政再建計

画に基づき職員給与などの人件費カットや

事務事業の見直しを行っていますが、平成

２３年度決算では、国崎クリーンセンター

の施設整備事業債元金償還が始まったこと

や子ども手当の町負担分の増加などにより、

経常収支比率が９1.２％と前年比4.２ポイ

ント上がっています。そして、積年の課題

であるダイオキシン対策の問題も残ってお

り、また、自主財源の大半を占める町税が

人口減少や高齢化により毎年大幅に減少し

ています。さらに、国は地方交付税を減額

する方針を示しています。 

  非常に厳しい財政運営ではありますが、

新たに予算査定とリンクした行政評価制度

の構築を進めるとともに、「選択」と「集

中」により、未来につながるまちづくりに

取り組みます。 

  本町の平成２５年度当初予算案の総額は、

一般会計６１億3,７００万円、特別会計５

５億7,９０６万5,０００円、水道事業会計

９億2,７２６万1,０００円、合計１２６億4,

３３２万6,０００円です。 

  以下、第４次豊能町総合計画に掲げてい

ます６つの基本目標と方向性の項目に区分

して、平成２５年度の町政運営の方針と主

要事業の内容について、順次ご説明いたし

ます。 

  目標１「住民と行政との信頼・協働によ

るまちづくり」について。 

  住民の参画と協働のまちづくりの推進に

向け、広報とよのやホームページにおいて

記載内容の充実を図り、行政情報を積極的

に発信するとともに、住民目線に立った行

政運営を進めるため、住民の意見をより積

極的に取り入れるように努めます。 

  また、町内で行われるイベント情報を、

報道機関に配信するサービスを開始し、地

域活性化などに取り組む団体の支援に努め

ます。花と緑があふれるまちづくり事業と

して、公共施設などへの「花いっぱい運

動」を進め、ＮＰＯや住民のボランティア

による交流活動を支援します。 

  「大阪ふるさと暮らし情報センター」を

活用して、田舎暮らしに関する情報収集と

発信を行い、定住化を促進します。 

  また、平成２４年度から町内不動産業者

との連携により実施しているホームページ

による不動産情報の発信を、引き続き継続

するとともに、子育て中の若年層の増加を

目指し、移住・住みかえ支援機構の「マイ

ホーム借上げ制度」の周知に努めます。 

  住民が求める行政サービスを迅速、的確

に反映しながら、行政運営の質の向上と行

財政改革を推進するため、予算査定とリン

クした行政評価制度を構築し、平成２６年

度からの本格導入を目指します。 

  町の様々な魅力や特性を町の内外に効果

的・積極的に発信し、豊能町を活性化させ

るセールスツールとして、イメージキャラ

クターを創作します。住民の皆さまに愛さ

れるキャラクターとなるよう最終選考は、

住民の皆さまが参加できるようにします。

そして、町内外のイベントなどに出向き町

のＰＲに努めます。 
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  ふるさと寄付金の実績を高めるため、一

定額以上の寄付者へ町の特産品を贈呈する

こととします。また、郵便振替用紙付きの

チラシや特産品贈呈のＰＲチラシの作成な

どにより、寄付手続きの簡素化や町内外へ

の制度周知を行うとともに、町のＰＲに努

めます。 

  町有の遊休地については、引き続き適切

に管理するとともに、有効な活用方法につ

いて検討します。また、豊能町のまちづく

りとの整合性を考慮しながら、歳入確保の

ため売却できる土地は順次売却します。 

  目標２「地域で育て、地域で育つ、人を

大切にするまちづくり」について。 

  安心して働ける子育て環境の充実として、

現在、小学６年生までとなっている入院医

療費の一部助成を中学３年生までに拡大し、

子育て世帯の医療費負担の軽減を図ります。

また、保育所・幼稚園の第２子以降の保育

料の無償化を継続することにより、保護者

の負担軽減を図り、就学前児童を持つ家庭

の転入を促進します。 

  子どもたちが安心、安全に学ぶための環

境整備として、東ときわ台小学校校舎大規

模改修をはじめ、小中学校の屋根改修工事

など、防水対策に重点を置いた小中学校施

設の老朽化対策を行います。また、小中学

校の情報教室のパソコンについては、児

童・生徒の学習意欲を引き出し、わかりや

すい授業の充実推進のため、ＩＴ機器環境

の更新整備を順次進めます。 

  中学校については、学力や体力の根幹と

なる「食」を充実させるため、大阪府の中

学校給食導入促進事業費補助金を活用し、

平成２６年度の中学校給食開始に向け、配

膳室の改修及び必要な備品、消耗品の整備

を行います。また、応援テーマ「子どもが

輝く」にいただいたふるさと寄付金を活用

し、各保育所・幼稚園に保育・教育に役立

つ備品を購入して保育環境の充実や、小中

学校の学校図書館に図書を購入して学校教

育の充実に努めます。 

  学校・家庭・地域の連携と協力により築

かれる教育環境が大切であると考えていま

す。また、教育力向上などを狙いとした研

修を教職員の人事権移譲に伴い豊能地区３

市２町で協力・連携して実施し、学校教育

の充実に努めます。また、平成２４年度か

ら実施している先進的な取り組みであるリ

レーうちどく（家読）も、保育所・幼稚

園・小学校・中学校で継続して取り組みま

す。さらには、強固な小学校と中学校の連

携を今後も推進し、義務教育９年間を見通

した児童・生徒の学力・体力の向上を目指

した小中一貫教育について研究を進めます。

また、「使える英語プロジェクト事業」は、

引き続き大阪府実践研究校として、東能勢

中学校区で小中学校が連携して英語学習の

研究を進めます。 

  青少年の健全育成については、「地域で

育てる」という視点に立ち、地域・学校・

家庭・行政が連携し、青少年に社会や地域

の一員であるという気持ちが芽生え、そし

て郷土への愛着が育まれるよう、成長段階

に応じたさまざまな体験の場を提供できる

ように努めます。 

  地域で学ぶ生涯学習環境の充実について

は、子どもから高齢者まで生涯にわたり学

び活動する拠点の施設を西公民館として、

住民ニーズの把握や、社会動向を見据えた

自主事業を引き続き行います。また、他の

施設についてもそれぞれの機能を生かしな

がら、幅広い生涯学習環境の充実に努めま

す。 

  ユーベルホールは、町の文化の発信基地

としての役割が果たせるよう老朽化対策と

して大規模改修を実施し、施設の機能を維

持していくとともに、事業のノウハウを有
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した専門家を配置して主催事業を増やし、

文化の発信を行っていきます。 

  図書館では、子育てに役立つ情報誌や児

童用視聴覚資料などを充実させるとともに、

保育所・幼稚園・小学校・中学校にこれま

で不定期で訪問して絵本や資料などの貸し

出しを行っていましたが、平成２５年度よ

り定期的に巡回し、貸出事業の充実や学校

図書館司書と連携を図ることにより、乳幼

児期における読書環境と学校における教育

環境の充実に努めます。また、平成２４年

度から実施している豊能地区３市２町図書

館広域利用については、引き続き実施しま

す。 

  生涯スポーツの振興については、子ども

から高齢者まで住民の誰もが各々の状態や

状況、求めに応じてスポーツ・レクリエー

ションに参加できるように、スポーツ推進

委員や体育連盟を中心に機会の提供に努め

ます。また、箕面市との共催によるマラソ

ン大会も継続して実施し、住民の体力・健

康増進に寄与するとともに、町のＰＲに努

めます。 

  人権尊重のまちづくりについては、児童

虐待について新聞紙上やテレビで痛ましい

状況が伝えられていますが、本町では児童

の健全育成を目指し、児童虐待防止対策の

強化を推進するため、平成２５年度も豊能

町要保護児童対策地域協議会と連携して地

域住民に対して啓発活動を行い、虐待防止

の見守り活動の拡充に努めます。 

  豊能町人権尊重のまちづくり条例の目的

である「あらゆる差別をなくし人権意識の

高揚を図り、すべての住民の基本的人権が

尊重される明るく住みよいまちづくり」を

推進していくため、人権行政基本方針など

に基づき、関係団体と連携を図り、人権に

関する講演会、研修会を実施するほか、広

報とよのなどによる啓発を行います。また、

人権擁護委員による相談や、大阪府総合相

談交付金事業を活用した生活・人権・女性

相談を引き続き実施します。さらに、現在

見直しを行っている（仮称）第２次男女共

同参画プランを踏まえ、女性や男性がとも

に自分らしくいきいきと生きていくことが

できるための取り組みを推進します。 

  目標３「豊かな自然景観・田園風景が生

きるまちづくり」について。 

  環境にやさしいまちづくりには、資源と

ごみの分別を徹底し、ごみとしての排出を

出来るだけ抑制することと、資源を循環さ

せることが必要です。猪名川上流広域ごみ

処理施設組合への負担金に直接影響のある

可燃ごみをはじめとする各種ごみの更なる

減量化、資源化については、ごみ減量化推

進員をはじめ、住民の皆さまや町内事業者

の方々との連携を深め、街頭ＰＲやとよの

まつりなどでの啓発事業を積極的に展開す

るとともに、広報とよのや環境特集号での

周知を行います。 

  また、ごみの減量と資源化における指針

となる「ごみ減量化計画（第３次）」の策

定を行います。 

  ダイオキシン類汚染物については、豊能

郡環境施設組合が国や大阪府の支援を受け、

早期に安全・確実に無害化処理が出来るよ

う協力します。 

  また、周辺環境の安全対策など関連事業

についても組合と連携して進めます。 

  電力供給については、平成２４年度の夏

の期間は特に電力需給が厳しかったことか

ら、役場などの公共施設だけでなく事業者

や家庭での取り組みをお願いしました。政

府は、今年の夏も電力不足に陥る可能性が

高くなったとして、電力各社管内に節電を

求める方向で検討していますが、町として

は、夏の期間の使用電力の削減という目的

だけでなく、ＣＯ２削減や経費削減効果もあ
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りますので、今後も年間を通じて積極的に

節電に取り組むとともに、住民への節電Ｐ

Ｒに努めます。 

  里山や田園がおりなす農村景観や町並み

は本町が誇る財産でありますので、遊休農

地の再生や農地の維持保全活動を、農家と

農のふるさと協力隊などの農家以外の方々

と一緒になって進めます。 

  目標４「元気で暮らせる支え合いのまち

づくり」について。 

  健康づくりの推進については、特定の年

齢に達した方に対して、引き続きがん検診

などの検診手帳と検診無料クーポン券を発

行することで、受診のきっかけ作りや正し

い知識の普及啓発を図り、がんの早期発見、

早期予防につなげます。 

  安心して子どもを産み育てられるよう妊

婦健康診査の負担軽減を図るため、引き続

き助成を行い、妊婦の健康管理の充実に努

めます。 

  感染症予防対策では、国の政策により子

宮頸がん予防ワクチンやヒブ（Ｈｉｂ）予

防ワクチン、小児用肺炎球菌予防ワクチン

の接種を全額公費負担で行います。 

  平成２５年４月から未熟児等の保健医療

事務が権限移譲されることから、身体の発

育が未熟なままで生まれ、入院を必要とす

る乳児に対して、その治療に必要な医療費

を負担することにより、未熟児の健康の増

進に努めます。 

  第３期豊能町障害者計画及び障害福祉計

画では、障害のある方が住み慣れた地域で

必要な支援を受けながら、自分らしく生活

を送ることができる地域社会の実現を目指

すとされていることから、町立保健福祉総

合施設豊悠プラザの再整備に伴い、就労継

続支援Ｂ型や生活介護事業を民間の力を活

用して行うなど、障害福祉サービスの拡充

に努めます。 

  また、再整備に併せ、本町の急激な高齢

化を踏まえ、高齢者がいつまでも身近な地

域で暮らし続けられるよう、地域密着型介

護老人福祉施設や機能訓練型通所介護、２

４時間対応型の訪問介護を行う施設の整備

も民間の力を活用して進めます。 

  本年は、平成２４年度から平成２６年度

までの３年間を期間とする第５期豊能町高

齢者福祉計画及び介護保険事業計画の中間

年にあたりますが、引き続き、生きがいを

持てるまち、健やかに安心して暮らせるま

ちの実現を目指します。 

  目標５「活力あるまちづくり」について。 

  安全・安心の農業の推進・ブランド化の

取り組みとして、水稲・トマト・ナス・ピ

ーマンなどが「大阪エコ農産物」として府

の認証を受けています。また、江戸時代よ

り栽培されてきた固有の野菜である高山真

菜・高山牛蒡が「なにわの伝統野菜」とし

て府の認証を受けています。町としても農

家の方がそれらの野菜を積極的にＰＲして

販売できるように、西地区に農産物直売所

の設置に向け検討します。 

  食の安全・安心に関心が高まる中、食の

重要性を認識するため、引き続き都市と農

村の交流事業として、参加者の自主的な運

営による農作業体験事業を実施し、作物の

栽培を通して農業が持つ多面的機能を実感

する機会を設けます。 

  地元で生産されたものを地元で消費する

という地産地消事業のさらなる推進のため

に、生産者と消費者が集える場の提供や、

学校給食への地元食材の供給などに生産者

と共に引き続き取り組みます。 

  都市と農村の交流の拠点である高山コミ

ュニティセンターを活用し、都市部の方の

参加を募り地域住民とともに各種体験事業

や交流事業を実施することにより、本町の

ＰＲ、地域の活性化、農業振興及び町全体
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の活性化につなげます。 

  森林の有する多面的機能を維持・増進さ

せ、健全な森林を育成するため、植林・下

刈・除間伐などの造林事業や森林病害虫な

どの防除事業については、補助事業を活用

し、森林組合と連携しながら実施します。 

  猪・鹿による農作物被害は、年々増加傾

向にあることから、狩猟による個体数の調

整を引き続き猟友会の協力のもと実施する

とともに、防護柵などの設置については、

国及び府の事業などを活用して支援します。

また、アライグマによる農作物被害につい

ては、引き続き農家などに捕獲用檻を貸し

出し、個体数の減少に取り組みます。 

  観光ボランティアの育成など積極的に活

動されている観光協会や豊能地区広域観光

推進協議会、大阪府が進めている「大阪ミ

ュージアム構想」と連携を図り、町の資源

である自然・文化や特産品などを広く町内

外にＰＲすることで、多くの方が町を訪れ

ていただけるように努めます。 

  目標６「安全・安心のまちづくり」につ

いて。 

  東日本大震災以降、住民の防災意識が高

まっていますが、災害が発生した場合、自

助や公助とともに、近隣で助け合う共助が

重要であり、そのためには、日頃から災害

に対応できるよう訓練を行うなど、地域防

災力を高める必要があることから、専門的

な知識・経験を有する職員により、自主防

災組織のより一層の充実・育成に努めると

ともに、土砂災害などに対応したハザード

マップを作成するなど、地域防災力の向上

を図り、住民が安全に暮らすことのできる

地域社会の実現を目指します。 

  地域防災計画については、平成１７年度

に見直しを行いましたが、現在、国におい

て東日本大震災の教訓を生かし、今後予想

される南海トラフ巨大地震の被害想定の検

討が行われており、その結果を受け大阪府

地域防災計画が見直されますので、本町に

おいてもあらゆる災害時に被害を最小化す

る「減災」の考え方を防災の基本として実

効性のあるものとし、今後発生する地震や

土砂災害などに備えるため、計画を修正し

ます。 

  住民の高齢化が進み、ますます高齢者を

ねらう悪質商法被害や架空・不当請求や振

り込め詐欺などが後を絶たない状況で、そ

の手口も複雑多様化していることから、最

新の被害情報収集を行い、相談事業や出前

講座、たんぽぽメールを活用した情報提供

など啓発活動の充実に努めます。 

  吉川支所は、建築後３７年を経過するこ

とから施設が老朽化しているため、簡易耐

震診断などにより耐震化か建替えかの比較

を行い、今後の整備についての方向性を定

めます。 

  平成２４年度からの継続事業である消防

庁舎の新築移転工事については、消防行政

や災害活動の拠点としての機能を十分に発

揮することと、消防連携体制の強化と地域

住民の生命・身体・財産をあらゆる災害か

ら守る施設として７月に完成します。また、

消防分団ポンプ車用の無線機は、電波法の

改正により使用が出来なくなりましたので、

消防分団の現場活動時における通信手段の

確保のため、簡易型無線機を整備するとと

もに、救急救命士が行う救命処置の高度化

を図るため、職員の救命処置教育への派遣

や気管挿管用ビデオ喉頭鏡を導入し、重篤

な救急患者に対する救命処置の円滑化と救

命率の向上に努めます。 

  町内のネットワークを形成する道路は、

優先度の高い箇所から順次補修を行います

が、特に通学路などの安全確保が強く求め

られていますので、社会資本整備総合交付

金を活用し、必要な交通安全施設の整備を
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行います。 

  里道などの法定外公共物については、平

成２５年度から一定のルールを設けて改

良・維持に対し補助金を交付することによ

り、維持管理と住民の生活環境の改善に努

めます。 

  光風台エスカレーターについては、住民

にとって必要不可欠なサービスであり、ま

ちの魅力を保つ大切なツールと認識してい

ますので、平成２５年度は更新に係る基本

設計を行います。 

  交通アクセスについては、平成２３年７

月より社会実験運行しています東西バス、

東地区デマンドタクシーは、平成２５年度

も社会実験を継続し、高齢者にやさしい公

共交通のあり方について、議会や交通特別

委員会の意見を伺いながら、地域公共交通

会議などにおいて検討して交通計画の策定

を行います。また、西地区路線バスについ

ては、新光風台と東ときわ台の路線及び光

風台地区のバス運行を確保、維持すること

で住民の利便性向上を図るため、引き続き

阪急バスに対し支援を行います。住民の皆

さまには積極的な利用をお願いするととも

に、公共交通利用のＰＲに努めます。 

  上水道事業については、第２期水道施設

耐震診断業務を実施して、安全で安定した

水供給に努めます。そして、施設整備に伴

う企業債の償還や、拡張事業の完了に伴う

固定資産の増加による減価償却費が増加し、

財政運営は益々厳しくなることから、より

一層の経費削減や効率的な管理運営に努め

ます。 

  下水道事業については、「ときわ台中継

ポンプ場長寿命化計画」に基づき、平成２

５年度から平成２７年度の３年計画で機器

更新を行います。また、今後更なる経費の

削減や効率的な維持管理により健全経営に

努めます。 

  生活排水処理事業については、浄化槽法

の趣旨に沿って、生活環境の向上と公共水

域の水質保全のため、引き続き健全な維持

管理と運営に努めます。 

  以上、新年度のまちづくりに臨む私の所

信の一端と主な施策の概要について申し上

げました。 

  平成２５年度は、「第４次豊能町総合計

画」がスタートして３年目となります。先

見性とスピード感を持ち、広域行政も推進

しながら、住民の皆さまと共に協働による

まちづくりを進め、総合計画が目指すまち

の将来像「人とみどりが輝くまち とよ

の」の実現に向けて邁進します。 

  また、平成２４年１０月の所信表明でも

申し上げましたが、民間の商業施設や企業

の誘致については、豊能町は、兵庫県川西

市や京都府亀岡市とも隣接した、いわば近

畿の中央に位置していることや、新名神高

速道路のインターチェンジも町から非常に

近いところに設置されますので、恵まれた

場所とチャンスが到来したと強く認識して、

広くアンテナを張りめぐらして実現を目指

します。 

  最後になりましたが、今まで以上にコス

ト意識をもって業務に取り組み、本町が元

気で魅力あるまちとなるよう、また、住民

の皆さまから「豊能町に住んで良かった」

と言われるよう、いつまでも住み続けたい

と思うまちづくりを目指して取り組みます。 

  これからの町政運営にあたりまして、議

員の皆さまの一層のご理解・ご協力と、住

民の皆さまの積極的なまちづくりへの参画

を心からお願い申し上げまして、私の所信

とさせていただきます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第４「第４号議案 町長の退職手当

の特例に関する条例制定の件」を議題とい
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たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  第４号議案、町長の退職手当の特例に関

する条例制定の件につきまして、御説明を

申し上げます。 

  本件は、財政健全化の一環として平成２

４年１０月１３日において町長であった者、

すなわち田中町長の退職手当の額を減額す

るものでございます。 

  内容といたしましては、町長の任期中の

退職手当の額を、条例第３条の規定にかか

わらず、同条の規定により算出して得た額

から１００分の５０に相当する額を減額す

るものでございます。なお、この条例によ

り町長の退職手当の額は５０％削減され、

８９３万8,０００円となるものでございま

す。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

○副議長（小寺正人君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今、御説明いただきましたけれども、１

００分の５０に相当する額とお決めになっ

た理由をお答えいただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの井川議員の質疑に対してお答

えいたします。 

  退職手当の取り扱いにつきましては、こ

れまで基本的には条例どおりとし、今後の

情勢によっては削減もあり得るという考え

方をとっていたところでございました。今

回の削減については、一般職の職員の退職

手当が引き下げられたことをきっかけとし

て検討を進めてきたところであり、特に削

減率をどの程度とするのかということにつ

いて検討してきたところでございます。削

減率については、一般職の職員の退職手当

の引き下げ率、最大１７％や、他の市町村

の状況、前町長の削減状況、また町の財政

状況なども考慮したものでありますが、最

終的には財政状況を踏まえ、私が判断して

決めました。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それでは、質疑させていただきます。 

  １２月議会の私の一般質問で、私は町長

に、退職金を削減するべきではと質問させ

ていただきました。そのときに、削減する

理由としまして、大阪府、豊能町も大阪府

ですが、大阪府の知事が大阪府民の税金で

開いた報酬審議会の結果を受け、７００万

円近くまで削減したこと。現在の首長の退

職金が浮き世離れしているため、最近では

首長の中には率先して退職金の大幅な減額

もしくは辞退されている方がおられるとい

うこと。ちなみに大阪市の橋下市長などは、

当初半額にしていましたが、知事が７００

万円近くまで減額することを受けて、市長

が知事よりもらうのはおかしいということ

で、同じくらいの削減をしたこと。そして

町長は、選挙でどこの政党からも指示を受

けずに、住民の力で選挙を戦われたので、

住民感覚とかけ離れたところは早急に修正

するべきではないかということ。そして前

町長は５０％の削減をされていたので、ト

ータルでの削減額は前町長のほうがしてい

たことになり、前町長より削減額が少ない

ということになると、本気で改革を進めて
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いこうという、豊能町をよくするために改

革をしていこうという有権者に対するメッ

セージ力も下がるということなどを理由に

上げさせていただきました。それだけの理

由を上げたにもかかわらず、町長は条例ど

おり受け取ると。先ほどの井川議員の言葉

では、ちょっと違いましたけど、私の質問

に対しては条例どおり受け取りますという

答えをされていました。それがたった２週

間後、職員の退職金を減額する際に町長の

退職金も削減を検討したいと答えられまし

た。やはりこういったものはどういう変化

があったのか、一度お聞かせください。 

  それと、この削減額、先ほどいろいろ言

われましたけど、大阪府知事の、大阪府民

の税金で開いた報酬審議会の結果を受けて、

大阪府知事、豊能町も大阪府の一員ですね。

その大阪府の知事の退職金の金額は参考に

されたのか、お聞かせください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの永並議員の質疑に対してお答

えいたします。 

  まず、検討したことにつきましては、一

般職員の退職手当を引き下げられたことを

きっかけとして検討を進めてきたというこ

とでございます。 

  それと、削減率につきましては、先ほど

も申しましたように、一般職の職員の退職

手当の引き下げ率とか、他市町村の状況、

前町長の削減状況とか町の財政状況などを

考慮して、私なりに判断して決めたもので

ございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  町長はどちらを向いて仕事をしているの

かなというふうに感じます。 

  住民感覚とかけ離れていると言っても、

私が、また同じく有権者から、私も一応、

支援を受けて当選した議員の指摘を受けて

も一切聞く耳を持たれませんでした。結局、

先ほどの町政運営方針の中でもおっしゃっ

てましたけど、住民目線で行政改革と言い

ながら、結局は国のほうが下げるからそれ

に乗じて職員を下げる。だから私も検討す

るというような論理構築になるんですね。

やはりそういったものは自分の意志でやる

べきではないかと。国が言われたからやる

のではなくて。じゃあなぜ国が下げたのか。

それは民間企業に比べて大きく差があるか

ら国も下げたんです。結局住民感覚と異な

るから国が下げたんです。国が下げる前に、

私は指摘を受けたときに下げるというふう

に答えてほしかったし、当初からそういっ

たことを検討していただきたかった。 

  じゃあちょっとお聞きしますけど、退職

金の削減を行っている首長が、なぜ就任

早々に、橋下市長もそうですね。松井知事

も、就任早々に報酬審議会を開いて削減し

てます。名古屋の河村市長も就任早々にし

てます。なぜ就任早々に退職金の削減を切

り込むのか。そこら辺はどうお考えかおわ

かりになりますか。お聞かせください。 

  それと削減額ですが、やはり府知事の退

職金というものは僕は大いに参考にすべき

だと思います。やはり大阪府の中の豊能町

です。そうしたら橋下市長がおっしゃって

いることはおかしいんですかね。僕はやは

り民間企業でも、子会社が親会社の人より

も多く退職金をもらうというのは、やはり

すごい違和感があるんです。やはり知事よ

りもその中の所属する自治体の長が知事よ

り多くもらうというのは、僕はすごい違和

感がある。そこら辺は参考にするべきだっ
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たんじゃないかなと。いろいろいろんなこ

とを理由にされてましたけど、一番参考に

しなければならないのは府知事の退職金じ

ゃないかなと。それも大阪府民の、豊能町

も大阪府民の府税、払ってます。その税金

で開かれた報酬審議会で決まったことです。

ですから私はそこを一番に最重要視するべ

きじゃないのかなと。そこの議論をしたく

ないからほかの議論を持ってってるように

しか私は見受けられないんですね。やはり

何といいましょうか、都合いいときには自

分の方針でいきます、でも場面を変えたら

いろいろな他市町村を参考にします、これ

はリーダーシップとして心もとないと思い

ます。やはり自分の方針があるんだったら

それをどんどん突き詰める。他市町村がど

うであろうが突き詰める。参考にするんや

ったらどんどん参考にする。僕はそこら辺

の、もっと信念というかそういったものは

示す必要があると思います。 

  そうしたら、橋下市長がおっしゃってい

る、知事よりもらうことはおかしいという

発言についてはどうお考えかお聞かせくだ

さい。その２点ですかね。３点かな、お聞

かせください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  永並議員の質疑についてお答えいたしま

す。 

  まず、当初に報酬審議会を開いて決めら

れたということについて、それはそれぞれ

の知事、市長が考えてやられたということ

ですので、特に私がお答えするものではな

いと考えております。 

  それと、私の意志で私が決めて、さまざ

まなことも考慮して決めたということでご

ざいまして、それ以上のものでも以下のも

のでもございません。私がいろいろ参考に

させていただいて、今の金額が適正ではな

いかということで決めさせていただきまし

た。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  それについてはそれぞれの首長が考えて

いることだと思っておりますので、それに

ついては・・・（発言する者あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それは、なぜ最初にするか。これから本

気で改革するんだという気持ちを出すため

ですよ。有権者に対しても職員に対しても、

トップがそれだけするんだというメッセー

ジを発するために最初にやるんですよ。後

からどうこうで言われる。職員の退職金削

減するときも言いましたよね。なぜそのと

きに一緒に町長もしなかったんだと。民間

企業だったら普通社長がやって重役がやっ

て、管理職、部長がやって、最後に一般社

員ですよ。なぜそのときにしなかったのか。

それで下にいる者が、この町長についてい

こう、そういう感じになるかっていうこと

なんですよ。そうしたらリーダーシップを

どうお考えですかと言ったら、そのとき田

中町長は２０％削減してますからそれで発

揮してます。違いますよ。やっぱりそれと

は別に、職員の削減をするんだったらその

ときに一緒に考えるべき。もうあなたは豊

能町のリーダーです。豊能町を引っ張って

いかなあかん人です。ぜひともそういった

ところを肝に銘じてやっていただきたい。 

  それと橋下市長の考えが、それぞれの自

治体とおっしゃってしまわれるとどうしよ

うもないんですけど、私はそこは住民感覚

がそこに近いのかなと、だから圧倒的な支
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持を得てるんじゃないかなというふうに感

じてます。だから、改革派の首長は結構そ

こら辺はシビアにされてますよね。だから

それは他市町村で勝手にやっていることだ

というんじゃなくて、私は本気でよくした

いんならそういったところも学んでいただ

きたい、参考にしていただきたいと思いま

す。最後にその点だけ質疑、お答えくださ

い。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。永並議員の質疑についてお

答えします。 

  ちょっと最終、質疑の趣旨がちょっとよ

くわからなかった点があったんですけれど

も、言われるように、それぞれの首長がい

ろいろ改革されておられると。それは当然

私もいろいろ見させていただいて、取り入

れるべきところは取り入れ、参考にさせて

いただくところは参考にし、今後頑張って

いきたいと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

（発言する者あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

（発言する者あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時５２分 休憩） 

（午後１時５４分 再開） 

○副議長（小寺正人君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの永並議員の質疑についてお答

えいたします。 

  実際、職員の退職金の削減のときには、

私もという話は中ではしておったんですけ

れども、若干それは間に合わなかったとい

うことがありまして、今回は・・・（発言

する者あり）いえ、指摘ではございません。

それは職員の方に聞いていただいてもわか

ります。そういったことでちょっとタイミ

ングがずれたというふうに私は思っており

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ２番・井川佳子です。反対の立場に立っ

て討論させていただきます。 

  職員の方が、退職金が落とされたのは、

人事院勧告で引き下げられました。それに

準じて町長も、前町長の率を参考にされ５

割だとおっしゃっておりますが、やはりこ

こで御自分の意志を示していただきたかっ

たです。というのは、前回のときは私はや

りますと、自分は２割は引き下げましたけ

ど退職金は全部いただきますと、それだけ

の責任がありますと町長おっしゃってまし

た。やはりここでダンピング競争になって

いくようなことでは困るんですよ。責任の

あるお仕事です。豊能町ではダイオキシン

の大きな問題も抱えています。それを先陣

を切って片づけていただきたいのです。だ

から何ていうんですか、ダンピング競争に

参加してほしくないのですね、私は。です
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から私はこの案件には反対いたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  私は賛成の立場から討論したいと思いま

す。 

  やはり首長の退職金というものは職員の

退職金と異なって、職員の退職金は給料の

後払い的な性格もありますけど、首長の退

職金というものは、大阪府の報酬審議会で

出された内容からもわかりますように、成

果主義、達成した成果によって支払われる

ものだと考えております。そうしたらそう

なった場合、議員や首長に退職金を払うと

いうことが本当に民主主義、選挙というも

のを考えた上で適正なのか。私は非常に疑

問に思っております。それに成果主義とす

るのであれば、もうちょっと公約なりを具

体的なもの、数値を決めた具体的なものに

しなければ判断しようがありません。人口

減を進めたい。それならばどのくらいの割

合とめるのか、どのくらい増加させるのか。

そういった判断基準もない中で達成、成果

主義というものは、成功報酬というものは

非常に難しいというところがあります。で

すから私は首長なりの退職金というものは

基本的には要らないんじゃないかと考えて

おります。それで他市町村、たった４年間

で1,０００万円、2,０００万円払われる退

職金というものは、名古屋の河村市長もお

っしゃってましたが、企業で４年間働いて

退職金くれと言われたら、おまえあほかと

言われる。それが僕は全てだと思います。

やはりどこの世界においてもたった４年、

天下りじゃないんです。たった４年でそれ

だけの退職金をもらうということは世間一

般の常識とかけ離れていると思いますので、

幾らであろうが削減することには賛成した

いと思います。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○副議長（小寺正人君） 

  起立多数であります。よって、第４号議

案は原案のとおり可決されました。 

  日程第５「第５号議案 豊能町特別職の

職員等の退職手当に関する条例改正の件」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  第５号議案、豊能町特別職の職員等の退

職手当に関する条例改正の件につきまして

説明をさせていただきます。 

  本件は、職員の退職手当に関する条例の

一部改正により、一般職の職員の退職手当

の支給水準が引き下げられたことから、そ

の内容に準じまして教育長の退職手当の額

を減額するものでございます。 

  内容といたしましては、附則に１条を加

え、平成２２年１１月１日において教育長

であった者として、現教育長の退職手当の

額につきまして条例第３条の規定にかかわ

らず同条の規定により算出して得た額から

１００分の１０に相当する額を減額するも

のでございます。 

  なおこの条例改正による影響額でござい

ますけれども、現在の小川教育長が３月末

で辞職されることから、この任期に係る退

職手当の額につきましては１０％削減され

まして３１５万9,０００円となり、削減額

が３５万1,０００円でございます。 
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  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  この今の提案説明で、何か行政の血も涙

も何もない、ほんまに通り一遍の、全体世

の中が退職金の減額、あるいはまた町長が

したから一緒に続いてせんならんという、

何か聞いておると、こういう提案はほんま

に血も涙もない、通ってない人間がする提

案ですわ。というのは、ここにおる我々議

員も理事者の人も、この豊能町に自分から

雇ってくれと、当選させてくれと言うて自

分から願った人ばっかりですわ。ただ１人

ちゃうのは小川教育長。先々の町長が国に

お願いして、三顧の礼を尽くして来ていた

だいた教育長ですわ。それも平成１８年の

１０月に来ていただいてすぐに、中学校の

官製談合が起こって、それから以後２年間

あるいは池田町長に変わった半年間、２年

半にわたって、その当時は助役やったか知

らんけど、副町長のかわりもやらされてた

人でっせ。ほんで普通、国やほかの出向は、

大概今は任期が４年やけども全部２年でか

わられますわ。それが６年半でっせ。それ

も単身赴任で来ていただいている人に対し

てこんな仕打ちをするということはもって

のほかや。どないでっか、一遍、町長、こ

れに対して答えてください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの川上議員の質疑に対してお答

えいたします。 

  私もお話伺っておりまして、今現在小川

教育長様は平成１８年の１１月１日から、

町の教育行政の発展に御尽力いただいてき

たところです。先ほどおっしゃられたよう

に、特に就任当初は入札妨害事件もあって

大変御苦労されたもので、それ以来６年以

上にわたって、教育行政以外にも町行政全

般にわたって御尽力いただいたところ非常

にありがたく思っております。 

  ただ、退職手当の引き下げにつきまして

は、教育長御自身から申し出があり実施さ

せていただいたものでございまして、削減

率については一般職の職員の退職手当の引

き下げ率を参考にしたもので、教育長様か

ら申し出があったものでございます。私と

いたしましても教育長様の強い意志、意向

を受け申し出を受けることとし、条例を提

案するものといたしたところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  これ今、町長答えてもうたけど、本人が

そういう意志で言われたかもわからんけど、

それはやっぱり人間の道理として、小川教

育長が言われるのは、これは当然のことや

と思いますわ。それを当たり前のようにし

てすること自体がおかしいんですわ。民間

企業であれば、お願いして来ていただいた

らあべこべに倍にしても退職金はつけるは

ずですわ。それを規定どおりに計算やって

すること自体がおかしい。もう何回も質疑

せえへんけども、田中町長が第４号の議案

で半分にしますと言ったときに、どんな状

態だったか知りませんで。知らんけども小

川教育長は、私も状況から考えたら下げて

くださいと言われたときに、あなたが、そ

うしたら半分のやったその上に私が１０％

下げますので、教育長あなたのほうに足し

てくださいということをあなたがおっしゃ

るべきじゃないですか。それがあなたの役

目でっせ。そういう人間の、血の通った人
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間の心がわかりませんか。言われたから当

たり前のようにしまんねんて、これではあ

なたから職員の心も全部離れていきますわ。

知ってたら余計にあれちゃいまんのか。ち

ゃんと人間としての温かみを出さなあかん

のちゃいまんのか。その辺もう一遍ちょっ

と答弁してください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  川上議員の質疑に対してお答えいたしま

す。 

  こちらの話につきましては、私も何度か

お話をさせていただいて、それでも本人の

御意志が固かったので受けさせていただき

ました。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  一言だけ言っておきますわ。行政は結果。

結果よしやったら全てよし。結果悪かった

ら全て悪い。これが行政の責任を持った人

のすること。それだけ言っておきます。終

わります。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  私も川上議員と同じような立場でござい

ます。今回のこの教育長１０％削減という

のは、これはもう先ほどの第４号議案で町

長の削減があったと。５０％削減するから

いう形の、この今出てきておる、今度教育

長の分ですねん。というのは、以前から町

長の退職金については、以前からの質問で

も絶対にしないと。ほな何で今出すねんと。

あなたの任期はこれからまだ４年あるんで

すやん。退職金４年先ですわ、もらうのが。

教育長のはもう３月でやめるとおっしゃっ

てるんだから、なぜもっと考えてあげない

の。本当にこの、先ほどから川上議員も言

うてるように、血の通った優しさも何もな

いですな、やってることが。もうちょっと

考えるべきだと思います。この件で１点だ

け答弁ください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの平井議員の質疑に対してお答

えいたします。 

  一つはこれにつきましては私、何度かお

話しさせていただきましたけれども、やは

り御本人の御意志が固かったということも

ございまして、今回上程させていただいて

おるところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  それは意志が固かったとか、そんなこと

言われても、町長が出されて特別職のを出

してはんのに、教育長黙ってほっとけまっ

か。それもありますわな。そんなもん何ぼ、

出したらそれは当然教育長だって特別職で

すわ。それは私もしてくださいと、教育長

の立場だったらおっしゃられますわ、そん

なもん。それよりもそんだけの、今さっき

も話しされてましたけども、１２月に職員

の退職金を３０％ですか、削減することに

なって、そのときにも質疑に出てましたや

ん。そのときにも町長は考えない、検討し

ていきますと。ほんなんやったら検討され

ても、今何も出す必要おまへんわ。もっと

先でも結構ですわな。私はちょっと理解に

苦しみます。もう一度その答弁をしていた
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だいて、もう私はそれで質疑を終わります。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの平井議員の質疑に対してお答

えさせていただきます。 

  先ほども申しましたように、職員の退職

金を下げるときには私も当然考えておりま

して、ちょっと事務手続がおくれたという

のが一つあります。 

  それと教育長様とお話しさせていただい

たときには、私の退職金というよりは一般

の職員の方の退職金を引き下げるというこ

とがありまして、こういったことでやはり

私自身も下げる必要があるというふうな、

ぜひ下げさせていただきたいというような

強い御意志でありましたので、受けさせて

いただいたというところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  質疑ですけれど、質疑という以前にやっ

ぱり町長にもうちょっと考えていただきた

いなということがあるんです。と申します

のは、さっきの永並議員の質疑は、一般職

を出されたときになぜ町長は出さなかった

んですかと、そうやって出されることによ

って職員の意識とかそういうのも随分変わ

ってくるんですよと、それはたしか１２月

議会でもおっしゃってましたわね。つまり

職員のを出すときに自分のも出すという、

そのことの重要性を言ってるわけです。と

いうことは、大多数がやはりそういうふう

な意識を持ってるということを言ってるわ

けです。 

  そして今回平井議員が質疑したのは、町

長が出されたとき、町長はその先の１２月

ぐらいの職員のことで御自分は考えて出さ

れたかもしれませんけども、町長、特別職

出されるときに、じゃあ教育長が町長と同

じように出さないということを考えてたん

ですか。違いますよね。ですから教育長も

出したんですよと。しかも３月末でそうい

うふうな時期が来ているのに、なぜやはり

そこのところを考えられなかったのかとい

う質疑の趣旨だったと私は思います。私も

非常にそのことは気になります。豊能町こ

れからいろいろな形で職員の方、働いてい

ただくために、やはりその辺の姿勢という

のはとてもとても大事なことだと思います

ので、このことについての町長のお考えを

お聞かせください。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの秋元議員の質疑に対してお答

えさせていただきます。 

  一つは職員の退職金を下げるときに私も

ほんとこれ下げるということは申しており

ましたし、それについては事実でございま

す。ちょっと手続がおくれてしまったとい

うことは、非常に皆様に、何といいますか

誤解を与えてしまいまして申しわけござい

ませんでした。 

  次にもう一つの件につきましてですけれ

ども、私が理解している点ですと、やはり

今回職員の退職金も下げるということで、

その職員の退職金を下げるのであれば、や

はり特別職である教育長も下げるべきだと

いうふうな御意志でかたく言われたものだ

と私は思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 
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○１０番（秋元美智子君） 

  町長が５０％出してきたとか、そういう

背景はわかるんです。職員を下げたから自

分もやはりというお気持ちとかそういうの

はわかるんです。私が町長にわかっていた

だきたいのは、やっぱり出すタイミングで

す。町長が動くことによって周りの方もい

ろいろな思いを持って動くということです。

そのことをわかっていただきたいというこ

とを言ってるんです。午前中の議会運営委

員会の部分も、やはりそういうふうなこと

もありましたので、今回のこのこともやは

りこういうときにこそ考えていただきたい。

御自身だけの世界だけじゃなくて、御自身

の周りを囲んでいる世界。人、職員、地域、

そういったところをよく見てやっぱり動い

ていただきたい。そういうことの意味の趣

旨の質疑だったんです。わかっていただけ

ますでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ただいまの秋元議員の質疑に対してお答

えいたします。 

  確かにタイミングというのは大事だと思

っております。ただ、この時期時期によっ

て、やはりいろいろそのタイミング、タイ

ミングで当然いろいろな考え方が出てこよ

うかと思います。それにつきましては今後、

どのタイミングでやってもいろいろな意見

は出てくるこようかとは思いますけれども、

できる限り考慮していきたいと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  今後ぜひ考えていただきたいということ

ですね。どのタイミングであってもいろい

ろな意見が出てくるんじゃないんです。私

が言いたかったのは、今回のこのタイミン

グで出したところは町長としてやっぱり考

えていただくことがあったんですよ。その

ことをぜひわかってくださいと。何かとい

うと、もう間もなく退職されるという時期

に。それともう一つ、１２月議会で、町長

はやっぱり早く出さなくちゃいけないとい

うお気持ちはわかりますよ。そのお気持ち

はわかりますけれども、その出すタイミン

グが早過ぎたことが、やっぱり考えていた

だきたいということですよ。これ難しいか

しら。動く自分の世界、そのことだけじゃ

なくて、周りもやっぱりいろいろな形でい

ろいろな気遣いをされるということです。

そのこと、気遣いですよ。意見がどうこう

じゃないですよ。気遣いが出てくるという

ことをぜひ御認識ください。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  要望でよろしいですか。 

○１０番（秋元美智子君） 

  はい、結構です。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  休憩してもらえませんでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後２時１８分 休憩） 

（午後２時３６分 再開） 

○副議長（小寺正人君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  質疑を終結いたします。 
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  これより討論を行います。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ２番・井川佳子、反対の討論をさせてい

ただきます。 

  教育長のお気持ちはすごくありがたいで

す。でも、教育長は豊能町の教育を引っ張

る。そして豊能町の魅力というのは、やっ

ぱり教育だったと思います。私が就任させ

ていただいてからも、こども園とかそれか

ら幼稚園統合、それから今は中学校の給食

等々、いろいろな面で御活躍いただきまし

たですし、私たちの拙い一般質問にでも的

確にお答えいただいたのは教育長だと、私

は本当にいつも尊敬しておりましたので、

私は３５万円の効果額より、教育長にいた

だいていただきたい。お気持ちには添えな

いんですけど、申しわけありません。反対

させていただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ８番・竹谷です。第５号議案、豊能町特

別職の職員等の退職手当に関する条例改正

の件について、賛成の討論をさせていただ

きます。 

  小川教育長には、平成１８年から今日ま

で、教育行政はもとより、町行政全般につ

いて大変な御努力と御尽力をいただきまし

た。本当にその御活躍には頭を下げる思い

でこの場に立っております。 

  また、先ほどから、議員の皆さんからい

ろいろ質疑も、私は心情的にわかるんです

けども、今回の件につきましては小川教育

長自身から申し入れといいますか、１０％

削減ということで、そういう厚意をいただ

いたと思って、御本人の意志を尊重して、

本件に対して賛成の討論といたします。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  無所属の会として、反対の討論をいたし

ます。 

  小川教育長はこの豊能町の意向を受けて

就任された方です。就任早々、入札妨害事

件が発覚し、辞職した助役にかわって約２

年半、１人２役で本当に日下町長を支えて

くださいました。そしてまた池田町政では、

財政再建の一環として掲げられた幼保一元

化、また幼稚園の統合に向けて本当に御尽

力していただきました。新たにこども園、

ひかり幼稚園とスタートいたしましたけど

も、と同時に幼稚園の給食、預かり保育で

すとか長期休暇のまた預かり、それから幼

稚園バスの導入と、本当に子育てのお母さ

んたちは喜んでおりますし、子育て世代に

向けた大きな支援となっております。こう

したことを前進させていただいたというこ

とは、この豊能町にとって本当にありがた

いことです。 

  また、経費節減の中でユーベルホールの

充実とか、本当に御尽力していただいたな

ということを大変ありがたく感じておりま

す。 

  豊能町の意向を受けて就任していただい

たという経緯を考えますと、退職金の削減、

みずから申し出てくださったことは本当に

ありがたいことです。しかし、これをお受

けするということは、本当に豊能町として

の礼を欠くことになると思います。よりま

して、私はこの無所属の会といたしまして、

第５号議案に反対とさせていただきます。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 
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  豊能第一クラブを代表して、第５号議案

に対する反対の立場で討論をさせていただ

きます。 

  先ほどからの質疑の受け答えを見ており

ますと、小川教育長に関しては日本人の心

をかいま見たなと思います。日本人の遠慮

の心、そういう心がこの今の日本の、この

発展を遂げてきた根本であろうというふう

に私は思っております。その心を理解しな

ければならないのに、今回の提案は型どお

りの提案であったと思います。 

  先ほどから出てますように、平成１８年

の１０月、当時の豊能町長が国にお願いを

して、そして単身赴任でこの豊能町に来て

いただいた方でございます。着任された

早々に、当時の官製談合が起こりまして、

助役がいない中を２年間にわたって、教育

長の立場とそして助役の立場で、この豊能

町に対して尽くしてこられました。特に教

育行政におきましては、今日まで何の、豊

能町の中で問題も起こらないばかりである

か、橋下徹知事の教員の関係で、３市２町

ですか、そこへ責任を持ってこられたこと

も十二分に対応をしていただきました。 

  そういう中で、これは本人の意志であっ

ても、この豊能町に貢献された人であれば、

退職金は増額することはあっても減額する

ことは絶対にあってはならないと思います。 

  我々議員が教育長に対して、この恩に報

いると、できることであればこの議案に反

対をして、せめてでも教育長の御恩に報い

ることであろうと思います。この議場にお

られる議員諸君の皆様方に対して、賢明な

る判断をお願いいたしまして、私の反対の

討論とさせていただきます。よろしくお願

いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  この第５号議案につきまして、反対の討

論をさせていただきます。 

  教育長はみずから１０％減額するという、

この退職金に関して、日本共産党としまし

て、学力の公開などいろいろ教育行政に関

して教育的配慮をされてきたいうことに敬

意を表しております。このことに関して、

一言だけなんですけれども、この気持ちは

わかりますけれども、第５号議案に対して

は日本共産党の反対討論とさせていただき

ます。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  １番・橋本でございます。今、賛成の立

場で討論させていただきます。 

  先ほど議員の皆さんがおっしゃったよう

に、小川教育長、本当にすばらしい方だと

思います。私自身も議員にならせていただ

いて３年半おつき合いさせていただきまし

たけども、非常に感性も高く、教育の知見

も高く、非常にいい方だなというふうに感

じてたところでございます。 

  そんな方が最後のけじめとしてみずから

の退職金を削るというふうな決断をされた

ということについては、私は小川教育長な

りの最後のけじめのつけ方だというふうに

感じております。よって私は本第５号議案

に賛成をしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○副議長（小寺正人君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  討論を終結いたします。 
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  これより採決を行います。 

  本件は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

（同数起立６：６） 

○副議長（小寺正人君） 

  可否同数であります。したがって、地方

自治法第１１６条第１項の規定によって、

議長が本件に対して裁決します。 

  よって、第５号議案については、議長は

否決と裁決します。 

  日程第６「第６号議案 豊能町指定地域

密着型サービス及び指定地域密着型介護予

防サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準等を定める条例制定の件」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  それでは、第６号議案、豊能町指定地域

密着型サービス及び指定地域密着型介護予

防サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準等を定める条例制定の件につき

まして、提案理由の御説明をさせていただ

きます。 

  本件につきましては、地域の自主性及び

自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律等による

介護保険法の一部改正に伴い、これまで法

律や省令で定められていました指定地域密

着型サービス及び指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、施設などに関する

基準等について、市町村の条例で定めるこ

ととなったことから、本町におきましても

新たに条例を制定し、必要な事項を定める

ものでございます。 

  では、条例の内容についてでございます

が、第１条でこの条例の趣旨を定めており

ます。 

  第２条で、法律による条例委任されてい

る定員等について定めたもので、第１項は

指定地域密着型介護老人福祉施設の定員を

２９名以下とし、また第２項で、指定地域

密着型サービス及び介護予防サービスの事

業者として指定できる事業者は法人と定め

るものでございます。 

  第３条で、人員設備等につきましては、

基本的には厚生労働省令で定められている

基準に準拠すると定めたものでございます

が、ただし書きといたしまして、第１項の

指定地域密着型サービスでは、サービス記

録の保存年限について省令基準にかかわら

ず５年間とするとともに、指定地域密着型

介護老人福祉施設の居室定員につきまして

は、同じく省令基準にかかわらず、入所者

を処遇する上で必要な場合は４人以下とす

ることができると定めたものでございます。 

  また、第２項、指定地域密着型介護予防

サービスにつきましても、前項同様、省令

基準にかかわらず、サービス記録の保存年

限を５年間と定めたものでございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は

平成２５年４月１日から施行するものであ

ります。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜り御決定いただきますようお願いをい

たします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第７「第７号議案 豊能町道路の構

造の技術的基準等を定める条例制定の件」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  第７号議案、豊能町道路の構造の技術的

基準等を定める条例制定の件につきまして、

御説明申し上げます。 

  本件は、地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律
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の整備に関する法律によりまして、道路法

第３０条及び第４５条の一部の改正があり、

町が管理する道路を新設し、又は改築する

場合における道路の構造の技術的基準及び

道路に設ける道路標識の寸法について、従

来、国の定めた基準のとおりとなっており

ましたところ、新たに条例で定めることと

なりましたことから、本条例を提案するも

のでございます。 

  議案書９ページをお願いします。 

  豊能町道路の構造の技術的基準等を定め

る条例でございます。 

  条例全体は計３章から、また４３条から

構成されており、第１章総則では、条例の

趣旨や用語の定義を記載しております。 

  第２章 道路の構造の技術的基準、第３

条から第４２条でございますが、これはさ

らに五つの節に分類しており、第２章第１

節では、横断面の構成としまして、第３条

から第１２条で規定しており、車線、路肩、

自転車道、歩道等に関する基準を定めてお

ります。 

  第２節では、線形及び視距等として、第

１３条から第２６条に定めており、設計速

度、曲線半径、視距、縦断勾配、横断勾配

等の基準を定めております。 

  第３節では、平面交差及び立体交差とし、

第２７条から第２９条で、平面交差、立体

交差等について基準を定めております。 

  第４節では、道路構造物及び附属施設と

し、第３０条から第３７条でございます。

待避所、交通安全施設、停留所、防護施設、

トンネル、橋梁等について基準を定めてお

ります。 

  第５節では、特例措置及び専用道路で、

条文では第３８条から第４２条でございま

す。道路の特例、自転車専用道路、歩行者

専用道路等についての基準を定めておりま

す。 

  次に第３章は、道路標識の寸法、第４３

条でございますが、国が定めている道路標

識に係る技術基準のうち、標識の寸法や文

字等の大きさについて定めております。具

体的には、道路交通の安全上、既設の国道

の標識との統一された基準が望ましいと考

えられることから、従前の府省令と同一の

規定を条例化しようとするものでございま

す。 

  この条例は、附則としまして、平成２５

年４月１日より施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第８「第８号議案 豊能町移動等円

滑化のために必要な道路の構造に関する基

準を定める条例制定の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  第８号議案、豊能町移動等円滑化のため

に必要な道路の構造に関する基準を定める

条例制定の件について御説明申し上げます。 

  本件は、地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律によりまして、高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する

法律第１０条の一部改正がございました。

これに伴い、町道に係る道路移動等円滑化

基準について本条例案を提案するものでご

ざいます。 

  条例は基本的に、国が定めた省令の規定

を参酌し、町道に係る道路移動等円滑化基

準について定めたものであり、国の基準の

中で本町に該当しない路面電車停留所等の

規定を除いたものを条例化しようとするも

のでございます。 
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  それでは、議案書の２８ページをお願い

します。 

  豊能町移動等円滑化のために必要な道路

の構造に関する基準を定める条例で、全体

で第１章から第６章までで、条文は３３条

からなるものでございます。 

  第１章 総則では、条例の趣旨や用語の

定義を記載しております。 

  第２章 歩道等、第３条から第１０条で

は、歩道等の構造や車両乗り入れに関する

基準を記載しております。 

  第３章 立体横断施設、第１１条から第

１６条では、主にエレベーターとエスカレ

ーターに関する基準を記載しております。 

  第４章 乗合自動車停留所、第１７条と

第１８条では、乗合自動車停留所を設ける

歩道等の部分の構造等について記載してお

ります。 

  第５章 自動車駐車場、第１９条から第

２９条では、障害者が円滑に利用できる駐

車場の用に供する部分の構造等について記

載しております。 

  第６章 移動円滑化のために必要なその

他の施設等として、第３０条から第３３条

でございますが、ここでは案内標識、視覚

障害者誘導用ブロックや照明施設等の構造

について記載しております。 

  附則といたしまして、この条例は平成２

５年４月１日から施行するものでございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますよう、よろしくお願いし

ます。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第９「第９号議案 豊能町準用河川

管理施設等の構造の技術的基準を定める条

例制定の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  それでは、第９号議案、豊能町準用河川

管理施設等の構造の技術的基準を定める条

例制定の件について、御説明申し上げます。 

  本件は、地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律により河川法の一部が

改正されましたが、これに伴い、準用河川

に係る堤防その他の主要な河川管理施設等

の構造について、河川管理上必要とされる

技術的基準について新たに条例を定めよう

とするものでございます。 

  それでは、議案書４１ページをお願いし

ます。 

  豊能町準用河川管理施設等の構造の技術

的基準を定める条例でございます。 

  本条例は、第１章から第８章までの全５

３条からなるものでございます。 

  第１章 総則では、条例の趣旨や用語の

定義を記載しております。 

  第２章 堤防では、河川堤防、護岸、水

制、のり面の材質や構造を記載しておりま

す。 

  第３章 床止めでは、河川の洗掘を防止

する護床工や魚道について記載しておりま

す。 

  第４章 堰では、堰の構造等について記

載しております。 

  第５章 水門及び樋門では、水門や樋門

の構造等について記載しております。 

  第６章 橋では、橋台や橋脚等の構造に

ついて記載しております。 

  第７章 伏せ越しでは、用水施設や排水

施設の伏せ越しについて記載しております。 

  第８章 雑則では、適用除外や施設基準

の特例等について記載しております。 

  なお、附則といたしまして、この条例は

平成２５年４月１日を施行としております。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御
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決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１０「第１０号議案 豊能町議会

の議員その他非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例等改正の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  第１０号議案、豊能町議会の議員その他

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条

例等改正の件について御説明をいたします。 

  本件は、地域社会における共生の実現に

向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるた

めの関係法律の整備に関する法律により障

害者自立支援法が改正されたことに伴い、

必要な規定の整備を行うものでございます。 

  条例の概要及び新旧対照表をあわせてご

らんいただきたいと思います。 

  改正する条例は、豊能町議会の議員その

他非常勤の職員の公務災害補償等に関する

条例、豊能町老人医療費の助成に関する条

例、豊能町立障害者自立支援施設条例、豊

能町国民健康保険条例、豊能町消防団員等

公務災害補償条例の五つの条例でございま

す。 

  改正の内容といたしましては、それぞれ

の条例中に引用されている法令の名称を改

めますとともに、引用する条項につきまし

てもそれぞれ改めるものでございます。 

  なお、この条例は平成２５年４月１日か

ら施行するもので、障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律第

５条の改正に伴って改正する部分につきま

しては平成２６年４月１日より施行するも

のでございます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１１「第１１号議案 豊能町乳幼

児等の医療費の助成に関する条例改正の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第１１号議案、豊能町乳幼児等の医療費

の助成に関する条例改正の件につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

  このたびの改正は、子育て世帯が安心し

て子育てできるよう、入院医療費の一部助

成の対象者を小学６年生から中学３年生ま

で引き上げ、保護者の医療費負担を軽減す

るため、対象者の年齢を改正するものでご

ざいます。 

  改正の内容といたしましては、入院医療

費の一部助成の対象者を、現在の満１２歳

を満１５歳に改めるものでございます。 

  附則としまして、この条例の施行日は平

成２５年４月１日から施行するものでござ

います。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

賜りますよう、よろしくお願いをいたしま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１２「第１２号議案 豊能町立保

健センター条例全部改正の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第１２号議案、豊能町立保健センター条

例全部改正の件につきまして、提案理由の

説明を申し上げます。 

  今回の改正は、保健センターと豊悠プラ

ザの機能統合に伴い、名称、事業内容等の

変更が必要であるため、規定の整備を行う

ものでございます。 
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  まず、第１条でございますが、名称とし

て、町立保健センターから町立保健福祉セ

ンターへの名称変更を行い、そのほかは文

言を整理させていただくものでございます。 

  第２条といたしまして、保健センターの

現行事業に豊悠プラザの事業を加えて整理

させていただくものでございます。 

  第５条といたしまして、新たに目的外使

用等の禁止を明記するものでございます。 

  第７条といたしまして、ただし書き以降

を明記し、目的外使用を許可された場合は

使用料が必要であると定めるものでござい

ます。 

  その他の条項におきましては文言の整理

でございます。 

  附則としまして、この条例の施行日は平

成２５年４月１日から施行するものであり

ます。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

賜りますよう、よろしくお願いをいたしま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１３「第１３号議案 豊能町し尿

処理場の設置並びに管理条例改正の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  第１３号議案、豊能町し尿処理場の設置

並びに管理条例改正の件につきまして、御

説明申し上げます。 

  本件につきましては、地域の自主性及び

自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律によりま

して廃棄物の処理及び清掃に関する法律が

一部改正されたことに伴いまして、町が設

置する一般廃棄物処理施設、いわゆる本町

の場合、し尿処理施設が該当するものでご

ざいますが、に置くべき技術管理者が有す

べき資格について定める必要が生じたこと

から、条例を改正させていただくものでご

ざいます。 

  議案書６５ページをお願いします。 

  豊能町し尿処理場の設置並びに管理条例

の一部を改正する条例でございます。 

  まず条例の題名を、豊能町し尿処理施設

条例に改めるものでございます。 

  第１条を全面的に改めまして、施設の設

置、名称と位置を定めるものでございます。 

  第２条は削除いたしまして、第３条、第

４条、第５条、第６条はそれぞれ文言整理

を行うとともに、第２条、第３条、第４条、

第５条と繰り上げるものでございます。新

たに第６条を１条つけ加えさせていただき、

今回法律の施行に伴い必要となった一般廃

棄物処理施設に置かれる技術管理者が有す

べき資格を定めるものでございます。 

  この資格要件につきましては、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律第２１条第３項

により、環境省令で定める基準を参酌して

条例で定めることとなっておりますことか

ら、本町としましては従前の環境省令の同

法施行規則第１７条に規定する資格をその

まま条例化しようとしているものでござい

ます。 

  附則としまして、この条例は平成２５年

４月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますようよろしくお願いいた

します。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１４「第１４号議案 豊能町立農

村婦人の家設置条例廃止等の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  それでは、第１４号議案、豊能町立農村
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婦人の家設置条例廃止等の件について御説

明申し上げます。 

  本件は、農村婦人の家の使用料について

一層の適正化を図ることと、平成２６年４

月１日から地元自治会に無償貸与を行うた

めの条例の規定整備を行うものでございま

す。 

  議案書６８ページをお願いします。 

  豊能町立農村婦人の家設置条例を廃止す

る等の条例です。 

  まず第１条といたしまして、現行の婦人

の家の設置条例の一部のうち別表の使用料

を改定しようとするものでございます。 

  別表の各室使用料の使用区分帯は変更は

ございませんが、共同学習室（１）、

（２）、（３）及びトレーニング室の１２

時から１７時及び１７時から２２時の区分

に係る部屋の使用料を３００円から５００

円に改定するものです。 

  調理加工実習室も同じ時間帯の区分の使

用料について７００円から1,０００円に改

定するものです。 

  さらに、表の備考に共同学習室及びトレ

ーニング室の暖房使用時に加算する料金を

現行の１００円から、部屋使用料の５割加

算に変更するものでございます。 

  また、洗濯機使用料は１回の使用料を５

００円に改定するものです。 

  さらに、みそ加工料は、みそ加工に係る

諸経費等を勘案し、従前の表示を改め、１

５キログラムにつき2,８００円とするもの

で、調理加工実習室の使用料を含めた料金

とするものでございます。 

  次に、第２条につきましては、財政再建

計画に基づき、本施設を地元自治会に無償

貸与することで同意が整ったことから、本

条例の廃止を規定するものでございます。 

  附則といたしまして、第１条の条例は平

成２５年４月１日から、第２条の廃止条例

は平成２６年４月１日から施行するもので

ございます。 

  またさらに料金改定に係る経過措置を附

則として規定しているものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますようよろしくお願いいた

します。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１５「第１５号議案 豊能町立コ

ミュニティセンター条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  第１５号議案、豊能町立コミュニティセ

ンター条例改正の件について御説明いたし

ます。 

  本件は、町立コミュニティセンターの使

用料の一部を改定し、料金の適正化を図る

ため改定させていただくものでございます。 

  議案書７１ページをお願いします。 

  豊能町立コミュニティセンター条例の一

部を改正する条例でございます。 

  別表の基本料金の表のうち体育館の項中

の各時間区分使用料の８００円を1,２００

円に、１２００円を1,８００円に改定する

ものでございます。これは体育館に係る電

力料金等を勘案して改定するものでござい

ます。 

  運動場の使用料は金額自体は変わりませ

んが、表記を変更するものでございます。 

  また、別表の備考欄の記載の方法を一部

改めて、コミュニティセンターの教室の各

部屋のうち、冷暖房設備が備わった部屋の

冷暖房を使用した場合に、当該電力使用料

等のコスト負担を求めるべく使用料の加算

を規定し、４、冷暖房を使用する場合にお

いては、基本料金の３割を加算するという

備考欄の文言を追加し、その従前、改定前
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備考欄の３に記載した料金計算の１０円未

満の端数の取り扱いを備考欄の５として記

載しているものでございます。 

  さらに別表（２）のみそ加工料につきま

しては、農村婦人の家における加工料等を

勘案し同様の表現にすべく１５キログラム

という表記とするとともに、2,５００円に

改定させていただき、そして部屋の使用料

を含んだものというふうに明記させていた

だこうとするものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成２

５年４月１日から施行するもので、料金に

係る経過措置を規定させていただいている

ものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますようよろしくお願いしま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１６「第１６号議案 豊能町営住

宅管理条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  第１６号議案、豊能町営住宅管理条例改

正の件につきまして御説明申し上げます。 

  本件は、地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律により、公営住宅法第

５条及び第２３条の一部改正が行われ、従

前全国一律に定められていた公営住宅の整

備基準について、公営住宅を管理する地方

公共団体が地域の実情に応じて条例で定め

ることとなったため、町営住宅の整備基準

を定めるとともに、入居者の資格に関し必

要な規定の整備を行うものでございます。 

  改正の主な内容につきまして説明させて

いただきます。 

  議案書７３ページをお願いします。 

  豊能町営住宅管理条例の一部を改正する

条例でございます。 

  まず題名でございますが、豊能町営住宅

管理条例から、豊能町営住宅条例に改める

ものでございます。今回の改正の内容が整

備に関することが入りますので、管理とい

う文言を削除するものでございます。 

  第１章の次に、新たに第１章の２という

１章を追加させていただき、町営住宅等の

整備基準、条文でいきますと第２条の２か

ら第２条の９を追加するものでございます。 

  第１章の２の第２条の２では整備基準を

定め、第２条の３では敷地の基準を定め、

第２条の４では住棟等の基準を、第２条の

５では住宅の基準を、第２条の６では住戸

の基準を、第２条の７では共用部分の基準

を、第２条の８では附帯施設の基準を、第

２条の９では共同施設の基準を定めるもの

でございます。これらの基準につきまして

は国で定められた基準を参酌し定めるもの

でございます。 

  また、第７条第２項を削除するものでご

ざいます。これは、公営住宅法第２３条の

一部改正により、入居資格要件を緩和する

ものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成２

５年４月１日より施行するものでございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定いただきますようよろしくお願い

します。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１７「第１７号議案 豊能町都市

公園条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  第１７号議案、豊能町都市公園条例改正

の件について御説明申し上げます。 

  本件は、地域の自主性及び自立性を高め
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るための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律によりまして、都市公

園法第３条、第４条及び高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に関する法律の第

１３条の一部改正がなされ、これまで国が

一律に定めておりました都市公園や公園施

設の設置基準及び特定公園施設の都市公園

移動等円滑化基準等を、国の基準を参酌し

て条例で定めるように改正されました。し

たがいまして本件条例の改正を提案させて

いただくものでございます。 

  条例の基本的な考え方としましては、国

の基準に追加修正の必要がないと本町にお

いては判断したことから、現行の国基準ど

おりの条例改正を御提案させていただいて

いるものでございます。 

  議案書の７７ページをお願い申し上げま

す。 

  豊能町都市公園条例の第１条の見出しを

趣旨に改め、文言整理を行います。 

  第２条の次に次の５条を追加いたします。 

  第２条の２では、住民１人当たりの都市

公園の敷地面積の標準を定めたものです。 

  第２条の３では、都市公園の配置及び規

模の基準を定めたものです。 

  第２条の４では、公園施設の設置基準を

定めたものです。 

  第２条の５では、設置基準の特例を定め

たものです。 

  第２条の６では、特定公園施設を新設、

増設または改築を行うときの設置基準及び

都市公園移動等円滑化基準を別表として新

たに定めたものです。 

  附則といたしまして、本条例は平成２５

年４月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますようよろしくお願いしま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１８「第１８号議案 平成２４年

度豊能町一般会計補正予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  それでは、第１８号議案、平成２４年度

豊能町一般会計補正予算の件について、御

説明を申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお願いいたしま

す。 

  平成２４年度豊能町一般会計補正予算

（第８回）でございますが、第１条といた

しまして、既定の歳入歳出の予算の総額か

ら1,０９４万7,０００円を減額し、６３億

６９７万6,０００円とするものでございま

す。 

  補正の款項の区分、金額、補正後の金額

は２ページから３ページの「第１表 歳入

歳出予算補正」によります。 

  第２条といたしまして、繰越明許費でご

ざいますが、４ページをお願いいたします。 

  民生費、社会福祉費の豊寿荘ボイラー改

修事業でございますが、豊寿荘の風呂のボ

イラーが故障し、現在休止しておりますと

ころ、早急に修繕するべく補正予算をお願

いするものでございますが、今年度内に事

業を完了できないため、その全額を翌年度

に繰り越すものでございます。 

  次に、第３条といたしまして、債務負担

行為の補正でございますが、５ページをお

願いいたします。 

  今年度に起こしました五つの債務負担行

為につきまして、いずれも事業費が確定を

いたしましたので減額するものでございま

す。 

  それでは、今回の補正の内容につきまし

て、まず歳出から御説明を申し上げます。 

  １３ページをお願いいたします。 
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  なお、今回の補正は事業費の確定に伴い

ます不用額の減額と、歳入の確定に伴いま

す財源振替を行いますが、それら不用額と

財源振替の説明は省略をさせていただきま

すので、よろしくお願いをいたします。 

  まず、一般管理費の人件費事業でござい

ますが、勧奨退職などに係る退職手当を増

額するものでございます。 

  同じ一般管理費の基金管理事務事業につ

きましては、今回の補正の財源調整のため、

財政調整基金積立金を減額するものでござ

います。 

  １４ページをお願いいたします。 

  社会福祉総務費の国民健康保険特別会計

事業勘定繰出金でございますが、保険基盤

安定繰入金に係る国府負担金の繰り出しを

行うものでございます。 

  老人福祉センター運営費につきましては、

繰越明許費のところで説明を申し上げまし

た豊寿荘のボイラーの改修事業でございま

す。 

  歳出については以上でございます。 

  次に歳入について御説明を申し上げます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  町税でございますが、町民税、固定資産

税、町たばこ税につきましては、決算見込

みに基づき補正をお願いするものでござい

ます。 

  １０ページをお願いいたします。 

  地方交付税でございますが、国の補正予

算により普通交付税が追加交付されるもの

でございます。 

  衛生費負担金のし尿処理費負担金につき

ましては、箕面市のし尿受け入れに係る負

担金を増額するものでございます。 

  民生費国庫負担金と、次の１１ページの

民生費府負担金は、いずれも国民健康保険

基盤安定繰入金に係る負担金でございます。 

  府補助金の総務費府補助金、労働費府補

助金及び教育費府補助金は、いずれも総合

相談事業交付金でございます。 

  繰入金の公共施設整備基金繰入金につき

ましては、消防庁舎新築移転工事と保健セ

ンター・豊悠プラザ統合整備改修工事の事

業費が確定をいたしましたので、充当額を

減額するものでございます。 

  退職手当基金繰入金につきましては、今

回の補正によって一般財源で退職手当の財

源を確保できることから、充当額の全額を

減額するものでございます。 

  最後に１２ページをお願いいたします。 

  雑入でございますが、豊能郡環境施設組

合から美化センター解体処理事業の不用額

の返金を受けるものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第１９「第１９号議案 平成２４年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補

正予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第１９号議案、平成２４年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算（第３

回）につきまして、提案理由の御説明をい

たします。 

  補正予算書の１ページをお願いいたしま

す。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１

２万7,０００円を増額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２８億8,４４９万4,

０００円とするものでございます。 

  今回の補正予算は、国の緊急経済対策の

中で法律上の２割から予算措置で１割に凍

結しております７０歳から７４歳の医療費

患者負担につきまして、平成２５年４月以

降も当面１割負担を継続するとの決定をさ
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れたことから、高齢受給者証の更新に伴う

経費を補正するものと、低所得者に対する

保険税軽減額の増額交付により増額分を補

正するものでございます。 

  それでは、歳出から御説明をいたします。

６ページをお願いいたします。 

  総務費、総務管理費、一般管理費１２万7,

０００円は、高齢受給者証及びリーフレッ

トの印刷などの経費であります。 

  続きまして、５ページの歳入でございま

す。国民健康保険税３７２万8,０００円は、

低所得者に対する保険税軽減額分が公費で

負担されるため、減額をするものでござい

ます。 

  次の国庫支出金１２万7,０００円は、高

齢受給者証の更新に係る経費を、高齢者医

療制度円滑運営事業補助金として交付され

るものでございます。 

  次の繰入金３７２万8,０００円は、低所

得者対策である保険基盤安定繰入金の増額

分を一般会計から繰り入れされるものでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いをい

たします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第２０「第２０号議案 平成２５年

度豊能町一般会計予算の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  第２０号議案、平成２５年度豊能町一般

会計予算の件について御説明を申し上げま

す。 

  予算書の５ページをお願いいたします。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額を６１億3,７００万円と定めるもので

ございます。これは、対前年度２億9,７０

０万円の増、率にいたしまして5.１％の増

でございます。 

  予算の款項の区分、金額は、６ページか

ら１２ページの「第１表 歳入歳出予算」

によるものでございます。 

  第２条といたしまして、債務負担行為で

ございますが、１３ページをお開き願いた

いと思います。 

  「第２表 債務負担行為」の住基ネット

ワーク機器更新事業、ごみ減量化計画策定

事業、学校園複写機更新事業、小中学校情

報機器更新事業及び図書館複写機更新事業

につきまして、債務負担行為の期間、限度

額を定めるものでございます。 

  第３条といたしまして、地方債でござい

ますが、１４ページをお願いいたします。 

  「第３表 地方債」の１．光風台大橋耐

震化事業債、２．町道等維持補修事業債、

３．通学路等交通安全等整備事業債、４．

消防団消防車両更新事業債及び５．臨時財

政対策債につきまして、限度額、起債の方

法、利率及び償還の方法を定めたものでご

ざいます。 

  ５ページにお戻りいただきたいと思いま

す。 

  第４条といたしまして、一時借入金でご

ざいますが、最高額を５億円と定めるもの

でございます。 

  第５条といたしまして、歳出予算の流用

でございますが、給料、職員手当及び共済

費に係る予算額に過不足を生じた場合、同

一款内で各項間の流用ができるものと定め

るものでございます。 

  それでは、当初予算の概要について、ま

ず歳出から御説明を申し上げます。 

  なお、主な事業につきましては、別冊の

当初予算説明資料に掲載しておりますので、

説明を省かせていただきたいと思います。 

  予算書の１９ページをお願いいたします。
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款の予算額が前年度と比べ増減が大きいも

のについて、その主な要因を申し上げたい

と思います。 

  款１・議会費は、１億3,０１３万6,００

０円で、対前年度３６１万6,０００円の減

でございます。これは、議員共済会の掛金

の減が主な要因でございます。 

  款２・総務費は９億1,７３７万4,０００

円で、対前年度7,５６８万円の減でござい

ます。これは、参議院議員通常選挙や、旧

ふれあい文化センターの分館解体事業など

が増となる一方、人件費、財務会計システ

ムの更新、旧吉川公民館改修工事などの減

によりまして、総額では減額となるもので

ございます。 

  款３・民生費は１５億7,９０９万円で、

ほとんど増減がございませんが、これは国

民健康保険特別会計と介護保険特別会計へ

の繰出金及び後期高齢者医療費が増となる

一方、児童手当支給事業が減となるため、

総額ではほぼ同額となるものでございます。 

  款４・衛生費は８億7,６５０万1,０００

円で、こちらもほとんど増減がございませ

んが、予防接種事業や上水道事業補助事業

が増額となるものの、保健センター・豊悠

プラザ統合整備事業と豊悠プラザの管理事

業が減となりまして、総額ではほぼ同額程

度となるものでございます。 

  款５・労働費は省略をさせていただきま

す。 

  款６・農林水産業費は7,１８５万3,００

０円、次の款７・商工費は1,６２４万円で、

いずれもほとんど増減がございません。 

  款８・土木費は４億1,４０２万8,０００

円で、対前年度7,２５０万3,０００円の増

でございますが、これは町道等の維持補修

事業、光風台大橋の耐震化事業の増による

ものでございます。 

  款９・消防費は６億1,４０５万8,０００

円で、１億5,９２１万5,０００円の増でご

ざいます。これは、消防団の消防車両更新

事業、消防庁舎新築移転工事事業の増によ

るものでございます。 

  款１０・教育費は９億3,３７３万1,００

０円で、１億4,５３８万1,０００円の増で

ございます。これは、小中学校施設修繕事

業、中学校の給食導入促進事業、ユーベル

ホール大規模改修事業の増が要因でござい

ます。 

  款１１・公債費と款１２・予備費は省略

をさせていただきます。 

  なお、５１ページ以降の事業別予算につ

きましては、平成２６年度から行政評価を

導入する準備といたしまして、平成２５年

度予算から事業名を再編しておりますので、

前年度と比較できにくくなっておりますこ

とを御了承いただきたいと思います。 

  例えば５１ページの議会費では、前年度

までは人件費事業と議会運営事業の二つだ

けでございましたけれども、５２ページに

ありますように、新たに議会広報事業、議

員共済会事業、議長秘書事業、議員調査研

修事業の四つの事業を起こしております。

このように、全ての予算科目におきまして、

事業名によってあらかた事業の内容がわか

るような再編にしておるところでございま

す。 

  歳出の説明は以上でございまして、次に

歳入について説明を申し上げます。 

  １７ページをお願いいたします。 

  歳入におきましても、款の予算額が前年

度と比べ増減が大きいものについて、その

主な要因を申し上げて説明にかえさせてい

ただきます。 

  款１・町税は２０億1,１９２万9,０００

円で、対前年度6,２３７万円の減でござい

ます。これは主に個人の町民税の減による

ものでございます。 
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  款２の地方譲与税から款９の地方特例交

付金まで及び款１１の交通安全対策特別交

付金は、ほとんど増減がございませんが、

款６の地方消費税交付金は1,９８０万円の

減と見込んでおります。 

  款１０・地方交付税は１８億4,３００万

円で、対前年度１００万円の減と、当初予

算同士の比較ではほぼ同額となっておりま

すけれども、平成２４年度決算と比べます

と、約5,６００万円の減でございます。 

  款１２・分担金及び負担金は１億4,５６

４万2,０００円で、対前年度5,０６３万3,

０００円の増でございます。これは、摂津

市からし尿を受けること及び消防庁舎新築

移転工事の箕面市の負担金が増加となるも

のでございます。 

  款１３・使用料及び手数料は8,１５６万3,

０００円で、ほぼ前年度と同額でございま

す。 

  款１４・国庫支出金は３億８６０万3,０

００円で、８８４万1,０００円の減でござ

います。これは、児童手当国庫負担金の減

によるものでございます。町道等維持補修

事業や光風台大橋の耐震化事業に対する国

庫補助金が増額となるため、総額では若干

の減となっております。 

  次に、１８ページをお願いいたします。 

  款１５・府支出金は３億4,２８８万5,０

００円で、5,６４９万4,０００円の増でご

ざいます。これは、子宮頸がんワクチン等

接種事業、中学校給食導入促進事業に対す

る補助金、参議院議員通常選挙に対する委

託金が主な増加の要因となっております。 

  款１６・財産収入、款１７・寄附金は省

略をさせていただきます。 

  款１８・繰入金は４億9,７９０万4,００

０円で、２億3,１７０万1,０００円の増で

ございますが、これは退職手当基金繰入金

が減となるものの、財政調整基金繰入金、

公共施設整備基金繰入金、文化振興基金繰

入金、ふるさとづくり基金繰入金がいずれ

も増額となるものでございます。 

  なお、充当先は別冊の当初予算説明資料

に掲載しておりますので、御参照をよろし

くお願いいたします。 

  款１９・繰越金、款２０・諸収入につき

ましては省略をさせていただきます。 

  款２１・町債は４億7,８８０万円で、対

前年度4,９６０万円の増でございます。こ

れは光風台大橋耐震化事業などの土木債、

消防団消防車両更新事業の消防債、普通交

付税の代替措置に当たります臨時財政対策

債のいずれも増額となるものでございます。 

  なお、平成２５年度末の町債残高見込み

につきましては、予算書の１５４ページに

記載しておりますので、御参照をお願いし

たいと思います。 

  説明は簡単でございましたが、よろしく

お願いをいたします。以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第２１「第２１号議案 平成２５年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  それでは、第２１号議案、平成２５年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算

の件につきまして、提案理由の御説明をい

たします。 

  予算書の１５９ページをお開き願います。 

  第１条としまして、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ２９億２４３万6,０

００円と定めるものであります。 

  前年度当初予算と比較いたしまして、5,

０４７万2,０００円の増、率にしまして1.

８％増の予算とするものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第
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２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は２億円と定めるものでございます。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定により、歳

出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができるものにつきまして定めたものであ

ります。 

  予算の編成につきましては、予算説明資

料４２ページに記載の被保険者数、世帯数、

１人当たりの医療費の見込みにより作成を

しております。 

  それでは内容につきまして、まず歳出か

ら、主なものにつきまして御説明をいたし

ます。 

  １８０ページをお開き願います。 

  総務費の総務管理費は3,３８７万1,００

０円計上しております。これは人件費と事

務費、大阪府国保連合会との電算処理に要

する経費及び連合会への負担金であります。 

  １８１ページに記載の総務費の徴税費７

６万2,０００円でございますが、保険税の

賦課徴収事務に係る経費であります。 

  １８２ページから１８３ページにかけま

しての保険給付費、療養諸費でありますが、

１６億2,５８５万6,０００円で、対前年度

比4.２％減であり、平成２３年度及び平成

２４年度の医療費を勘案し予算計上してお

ります。 

  次の保険給付費、高額療養費２億1,６２

２万7,０００円は、対前年度比4.２％減で

ありまして、この予算につきましても平成

２３年度及び平成２４年度の医療費を勘案

し予算計上しております。 

  １８７ページをごらん願います。 

  後期高齢者支援金等でございますが、後

期高齢者医療制度に係る支援金３億4,２０

５万9,０００円を計上しております。 

  １８９ページをお開き願います。 

  介護納付金１億3,６３２万3,０００円で

ありますが、これは介護保険に係る負担分

としまして第２号被保険者の保険税と国庫

負担金等を合わせまして、社会保険診療報

酬支払基金に対し拠出する経費でございま

す。 

  次の共同事業拠出金２億9,９１９万円で

ございますが、大阪府内の全ての市町村が

拠出して構成する財源により費用負担を調

整する再保険事業の拠出金であります。 

  １９１ページの保健事業費、特定健康診

査等事業費でありますが、1,８２４万1,０

００円計上しております。これは医療保険

者に義務づけられました生活習慣病予防に

対する特定健診と保健指導に係る費用でご

ざいます。 

  １９４ページをお開き願います。 

  諸支出金、繰出金３４２万8,０００円で

ありますが、国保診療所施設勘定特別会計

への繰出金で、特別調整交付金として国よ

り交付される額を繰り出すものでございま

す。 

  歳出は以上です。 

  続きまして、歳入の主なものを御説明い

たします。 

  戻っていただきまして、１６９ページを

お開き願います。 

  国民健康保険税でありますが、対前年度

比6.１％減の６億1,０１１万4,０００円を

計上しております。１人当たりの保険税額

は、予算説明資料４２ページに記載のとお

り、全体分で８万9,９００円となっており

ますが、保険税率、賦課限度額とも平成２

４年度と同様でございます。 

  １７１ページの国庫支出金、国庫負担金

３億5,３４３万8,０００円でございますが、

療養給付費等負担金につきましては、保険

給付費、老人保健拠出金、後期高齢者支援

金並びに介護納付金に対する定率負担分で

あります。また、高額医療費共同事業負担
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金は、高額医療費共同事業拠出金の４分の

１に当たる負担金であります。 

  次の国庫補助金、財政調整交付金7,５２

２万3,０００円でありますが、普通調整交

付金は主に財政負担能力を考慮して配分さ

れるものであり、市町村間の財政力の不均

衡を調整するため交付されるものでござい

ます。また、特別調整交付金は、市町村の

特殊事情がある場合に考慮して交付される

ものでございます。 

  次に、１７２ページの療養給付費等交付

金１億9,０８３万4,０００円でございます

が、退職被保険者等に係る給付費に対して

の交付金であります。 

  次の前期高齢者交付金９億9,４７４万2,

０００円でありますが、前期高齢者の加入

率及び給付額に対しての交付金でございま

す。 

  １７３ページをごらん願います。 

  府支出金、府補助金、目２・都道府県財

政調整交付金１億3,８２９万8,０００円で

ございますが、保険給付費等に対しての交

付金であります。 

  １７４ページをごらん願います。 

  共同事業交付金、目２・保険財政共同安

定化事業交付金１億4,２７９万5,０００円

でございますが、都道府県単位で実施いた

します保険財政共同安定化事業拠出金に対

しての交付金でございます。 

  次の繰入金、目１・一般会計繰入金１億1,

５９８万7,０００円でありますが、保険基

盤安定繰入金や地方交付税に算入される分

等を一般会計から繰り入れするものでござ

います。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いをい

たします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第２２「第２２号議案 平成２５年

度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設

勘定予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第２２号議案、平成２５年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定予算の件

につきまして、提案理由の御説明をいたし

ます。 

  予算書の２０５ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ１億７８８万7,

０００円と定めるものであります。前年度

当初予算と比較いたしまして６１５万7,０

００円減額の予算とするものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は5,０００万円と定めるものでござい

ます。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定による歳出

予算の各項の経費の金額を流用することが

できるものにつきまして定めたものでござ

います。 

  それでは内容につきまして、まず歳出か

ら、その主なものにつきまして御説明をい

たします。 

  ２１９、２２０ページをごらん願います。 

  総務費、総務管理費、一般管理費であり

ますが、5,６１５万円を計上しております。

この経費は主に職員人件費及び診療所の運

営管理費に要する経費でございます。 

  次に２２１ページから２２２ページの医

業費4,４０８万9,０００円は、診療に要す

る各種検査や歯科技工等の委託料及び医薬

品、また内科・歯科用コンピュータのシス

テムソフトウエア等の経費を計上しており

ます。 

  次の公債費でありますが、７４９万7,０
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００円計上しております。これは、診療所

建設起債に対します償還金でございます。 

  歳出は以上であります。 

  次に、歳入の説明をいたします。 

  戻っていただき、２１４ページをごらん

願います。 

  診療収入の外来収入の予算でございます

が、7,４３５万9,０００円・また、その他

の診療報酬として諸検査等収入1,１５０万

円を計上しております。 

  次に２１７ページの繰入金でありますが、

一般会計から1,７７３万2,０００円、そし

てへき地診療所施設の運営補助としまして

３４２万8,０００円を国民健康保険特別会

計から、それぞれ繰り入れをするものでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第２３「第２３号議案 平成２５年

度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  第２３号議案、平成２５年度豊能町後期

高齢者医療特別会計予算の件につきまして、

提案理由の御説明をいたします。 

  お手元の予算書２３５ページをお開き願

います。 

  第１条としまして、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ３億3,１９１万1,０

００円と定めるものであります。前年度当

初予算と比較いたしまして１６６万5,００

０円増額の予算でございます。 

  それでは、内容につきまして、まず歳出

から、主なものにつきまして御説明をいた

します。 

  ２４７ページをお開き願います。 

  総務費は電算機器の保守管理委託と保険

料徴収の事務経費が主でございます。 

  次に、２４８ページの後期高齢者医療広

域連合納付金３億2,６９８万1,０００円は、

保険料徴収分等を広域連合に納付する負担

金であります。 

  続きまして、歳入の主なものを御説明い

たします。 

  戻っていただきまして、２４３ページを

お開き願います。 

  後期高齢者医療保険料は、特別徴収、普

通徴収を合わせまして２億8,７０７万2,０

００円の保険料を見込んでおります。１人

当たり平均の保険料額は９万2,８９４円と

なっております。 

  ２４４ページをごらん願います。 

  繰入金、一般会計繰入金は、事務費分と

しまして４１９万円、政令軽減分である保

険基盤安定繰入金を3,８９８万7,０００円

計上しております。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いをい

たします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第２４「第２４号議案 平成２５年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  それでは、第２４号議案、平成２５年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件

につきまして、提案理由の御説明を申し上

げます。 

  お手元の予算書２５３ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ１７億2,８３５
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万2,０００円と定めるものであります。 

  第２条としまして、地方自治法第２３５

条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れ最高額は１億円と定めるものでありま

す。 

  また、第３条は歳出予算の流用につきま

して、給料、職員手当、共済費及び保険給

付費に係る予算額に過不足が生じた場合に

おける同一款内での流用ができることを定

めたものであります。 

  内容につきまして、歳出から、その主な

ものにつきまして御説明をいたします。 

  ２７２ページをお開き願います。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費3,０４６万2,０００円でご

ざいますが、この経費の主なものは、職員

人件費と介護保険システム使用料等に係る

経費でございます。 

  ２７３ページをお開き願います。 

  項３・介護認定審査会費、目１・認定調

査等費1,３１２万6,０００円は、主治医意

見書作成の手数料や、業務委託料の要介護

認定調査委託料等の経費でございます。 

  次の２７４ページ、目２・介護認定審査

会共同設置負担金1,２１７万9,０００円で

ありますが、これにつきましては池田市、

能勢町、豊能町の１市２町によります認定

審査会の負担金でございます。 

  ２７５ページをお願いいたします。 

  項５・計画作成等委員会費６６万円につ

きましては、介護保険運営委員会などに要

します経費でございます。 

  ２７６ページから２８２ページにかけま

しての款２・保険給付費でありますが、平

成２４年度から平成２６年度までの第５期

介護保険事業計画での推計値に基づきまし

て、平成２５年度分の予算額１６億1,０６

２万円を計上しております。 

  次に、２８３ページの款４・地域支援事

業費、項１・介護予防事業費の1,４４９万6,

０００円及び２８４ページの項２・包括的

支援事業等費の4,２３５万円でありますが、

予防と自立支援に重点を置いた地域支援事

業及び地域包括支援センターの運営に係る

経費であります。 

  次に、歳入につきまして御説明を申し上

げます。 

  ２６３ページをお開き願います。 

  款１・保険料、項１・介護保険料の第１

号被保険者保険料でございますが、国のワ

ークシートに基づきまして、平成２４年度

から平成２６年度までの３年間の介護保険

サービス見込み額の平均で算出しており、

６５歳以上の第１号被保険者数を対象に算

出した額に、滞納分を含めまして３億8,３

３２万5,０００円を計上いたしております。 

  次に、２６４ページをお開き願います。 

  款３・国庫支出金、目１・介護給付費国

庫負担金ですが、現年度分につきましては

国の負担分といたしまして介護給付費の２

０％に相当する額、３億2,２１２万4,００

０円を計上しております。 

  項２・国庫補助金、目１・調整交付金、

現年度分調整交付金でありますが、1,００

０円だけの科目設定のみとしております。

調整交付金は市町村ごとの介護保険財政の

調整を行うための補助制度であり、基本的

には給付費の５％相当分を交付されるもの

でありますが、第５期計画中の本町の交付

率はゼロ％の予定となっているためであり

ます。 

  次の２６５ページ、目２・介護予防事業

費交付金、現年度分３４４万6,０００円は、

地域支援事業費の介護予防事業費の２５％

に相当する額、次の目３・包括的支援事業

等費交付金、現年度分1,２７１万3,０００

円は、地域支援事業費の包括的支援事業等

費の３9.５％に相当する額を計上しており
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ます。 

  次の款４・支払基金交付金、目１・介護

給付費交付金、現年度分４億6,７０７万9,

０００円は、第２号被保険者の負担分とし

て介護給付費の２９％に相当する額を計上

いたしております。また、目２・地域支援

事業支援交付金、現年度分３９９万7,００

０円につきましては、地域支援事業費の介

護予防事業費として、第２号被保険者の負

担分２９％に相当する額を計上しておりま

す。 

  ２６６ページの款５・府支出金、項１・

府負担金、目１・介護給付費府負担金、現

年度分につきましては、大阪府の負担分で

あります介護給付費の１2.５％に相当する

額２億１３２万9,０００円を計上しており

ます。 

  次に、２６８ページをお開き願います。 

  款７・繰入金、項１・一般会計繰入金の

目１・介護給付費繰入金、現年度分でござ

いますが、町の負担分といたしまして、介

護給付費の１2.５％の２億１３２万9,００

０円を計上しております。 

  目４・その他一般会計繰入金は、人件費

や事務費分として交付税に算入されている

分と合わせまして、5,７９３万7,０００円

を計上しております。 

  次に、２６９ページでございます。 

  款７・繰入金、目１・介護給付費準備基

金繰入金につきましては、第４期の余剰分

などを積み立てた介護給付費準備基金から4,

８０１万3,０００円を繰り入れするもので

あります。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議いただき御決定くださいますようお願い

をいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  日程第２５「第２５号議案 平成２５年

度豊能町下水道事業特別会計予算の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２５号議案、平成２５年度

豊能町下水道事業特別会計予算の件につき

まして御説明申し上げます。 

  予算書の２９７ページをお開きください。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ４億9,３４６万1,０００円と

定めるものでございます。 

  第２条で、継続費については、地方自治

法第２１２条第１項の規定による継続費の

経費の総額及び年割額は、３００ページ

「第２表 継続費」によるものであり、款

１・下水道費、項２・下水道整備費、事業

名、ときわ台中継ポンプ場長寿命化事業、

総額を３億８００万円で、年度を平成２５

年度から平成２７年度とするものでござい

ます。 

  第３条、地方債については、地方自治法

第２３０条第１項の規定により、起こすこ

とのできる地方債は３００ページの「第３

表 地方債」のとおりであり、起債の目的

を下水道債、限度額を１億８６０万円と定

めるものでございます。 

  第４条、一時借入金につきましては、地

方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の最高額を３億円と定めるも

のでございます。 

  第５条、歳出予算の流用については、地

方自治法第２２０条第２項のただし書きの

規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、給与、職

員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの

経費の各項の間の流用でございます。 

  それでは、３１０ページをお開き願いま

す。 
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  歳出より御説明申し上げます。 

  下水道総務費は2,２２５万8,０００円で

ございます。これは人件費事業、下水道運

営事業で、主な費用としましては、各協議

会の負担金や償還金でございます。前年度

より減となっておりますが、償還金や公課

費の減でございます。 

  下水道維持管理費は１億4,２２１万2,０

００円であります。これは人件費事業、下

水道施設管理事業で、主な費用としまして

職員の人件費、施設の電気代、施設管理に

要する委託料、猪名川流域下水道維持管理

負担金などでございます。前年度より減と

なっておりますが、人件費の減でございま

す。 

  ３１２ページをお開き願います。 

  下水道整備費は１億3,１２０万円でござ

います。これは、人件費事業、公共下水道

建設事業で、主な費用としまして職員の人

件費、ときわ台中継ポンプ場長寿命化事業

の工事請負費、猪名川流域下水道事業建設

負担金などでございます。前年度より増で

ありますが、平成２５年度よりときわ台中

継ポンプ場長寿命化事業を実施することに

よるものでございます。 

  公債費は１億9,７２８万8,０００円でご

ざいます。これは、元金、利子に係る費用

でございます。前年度に比べ２０１万4,０

００円の増でございます。 

  予備費は５０万円を計上しております。 

  続きまして、歳入予算を御説明申し上げ

ます。 

  ３０５ページをお開き願います。 

  下水道負担金は2,０００円でございます。 

  下水道使用料は２億1,８８８万6,０００

円で、前年度に比べ５４９万3,０００円の

減であります。減の要因といたしまして、

使用量の減や人口の減によるものでありま

す。 

  ３０６ページをお開き願います。 

  下水道手数料は１２万5,０００円でござ

います。これは、指定工事店等の更新手数

料でございます。 

  下水道費国庫補助金は4,０００万円でご

ざいます。これは、ときわ台中継ポンプ場

長寿命化事業の国庫補助金でございます。 

  利子及び配当金は５０万1,０００円でご

ざいます。これは下水道建設基金等の運用

収入でございます。 

  一般会計繰入金は１億４８０万1,０００

円でございます。これは、雨水対策などに

係る一般会計からの繰入金でございます。 

  下水道建設基金繰入金は1,８８７万3,０

００円でございます。これは猪名川流域建

設負担金やときわ台中継ポンプ場長寿命化

事業並びに管渠更生工事などを実施するた

め、基金を充てるものでございます。 

  ３０８ページをお開き願います。 

  繰越金は１６６万8,０００円でございま

す。 

  預金利子は1,０００円、雑入は4,０００

円でございます。 

  下水道債は１億８６０万円で、前年度に

比べまして2,２３０万円の増でございます。

これもときわ台中継ポンプ場長寿命化事業

を実施するためでございます。 

  内訳としましては、流域下水道債1,９１

０万円、特定環境保全公共下水道債４７０

万円、下水道事業債1,２８０万円、資本費

平準化債3,４００万円、公共下水道債3,８

００万円でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定いただきますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

（９番・福岡邦彬議員着席） 

○副議長（小寺正人君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（１４番・川上勲議員退席） 
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（午後４時０７分 休憩） 

（午後４時２１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２６「第２６号議案 平成２５年

度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２６号議案、平成２５年度

豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件

について御説明申し上げます。 

  予算書の３２５ページをお開きください。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ1,５０１万8,０００円と定め

るものでございます。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  ３３５ページをお開きください。 

  下水道維持管理費は６０７万8,０００円

でございます。これは人件費事業や生活排

水処理施設管理事業の経費でございます。

主なものは業務委託料でございます。 

  下水道整備費は３７５万5,０００円でご

ざいます。これは合併浄化槽設置に係る経

費でございます。 

  公債費は５１３万5,０００円でございま

す。これは施設整備に借り入れた下水道債

の償還金でございます。 

  予備費は５万円でございます。 

  続きまして、歳入の御説明を申し上げま

す。 

  ３３３ページをお開きください。 

  下水道分担金は３７万2,０００円でござ

います。これは下水道の分担金でございま

す。 

  下水道使用料で１９１万2,０００円でご

ざいます。６５件の使用料でございます。 

  繰入金は、一般会計繰入金で1,２７３万2,

０００円でございます。 

  繰越金は1,０００円でございます。 

  諸収入は預金利子で1,０００円でござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第２７「第２７号議案 平成２５年

度豊能町水道事業会計予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２７号議案、平成２５年度

豊能町水道事業会計予算の件につきまして

御説明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条で、平成２５年度豊能町水道事業

会計の予算は、次に定めるものでございま

す。 

  第２条で、業務の予定量は、給水戸数7,

８８８戸、年間総給水量２２２万6,０００

立方メートル、１日平均給水量6,０９９立

方メートルを予定し、主要な建設改良事業

は改良事業とするものでございます。 

  第３条で定めるところの収益的収入及び

支出でございます。 

  まず収入で、第１款の水道事業収益は、

５億1,９３１万2,０００円で、対前年度比2.

５％の減でございます。その内訳は、第１

項の営業収益で４億6,６８７万4,０００円、

第２項の営業外収益で5,２４３万7,０００

円、第３項の特別利益で1,０００円でござ

います。 

  次に支出で、第１款の水道事業費用は６

億2,６０４万9,０００円で、対前年度比3.

２％の減でございます。内訳は、第１項の

営業費用で５億6,４０８万7,０００円、第
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２項の営業外費用で5,９６６万1,０００円、

第３項の特別損失で１３０万1,０００円、

第４項の予備費で１００万円を計上してお

ります。 

  これにより、平成２５年度の単年度収支

見込みは１億６７３万7,０００円の赤字が

見込まれるところでございます。 

  次に、２ページをお開き願います。 

  第４条で定めるところの資本的収入及び

支出であります。 

  収入で、第１款の資本的収入は１億3,５

９４万8,０００円でございます。その内訳

は、第１項の他会計繰入金で6,５１４万8,

０００円でございます。第２項の企業債で7,

０８０万円であります。 

  次に支出で、第１款の資本的支出は３億

１２１万2,０００円でございます。その内

訳は、第１項の建設改良費で１億4,０３２

万5,０００円、第２項の企業債償還金で１

億6,０８８万7,０００円でございます。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額１億6,５２６万4,０００円

は、過年度分損益勘定留保資金１億5,９９

３万6,０００円及び当年度消費税及び地方

消費税資本的収支調整額５３２万8,０００

円で補填するものでございます。 

  次に第５条で定めるところの債務負担行

為でございます。債務負担行為をすること

ができる事項は、水道料金・企業会計シス

テム保守管理業務で、期間を平成２５年度

から平成３０年度とし、限度額を６３０万

円と定めるものでございます。 

  次に第６条の企業債でございます。起債

の目的を水道事業債、限度額を7,０８０万

円と定めるものでございます。 

  次に第７条で定めるところの予定支出の

各項の経費の金額を流用することができる

場合は、（１）の営業費用と（２）の営業

外費用と定めるものでございます。 

  次に第８条で、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費は、（１）の

職員給与費と（２）の交際費とするもので

ございます。 

  次に第９条で、他会計からの繰入金は、

企業債元利償還金等補助のため、一般会計

から9,１３４万1,０００円の繰り入れを受

けるものでございます。 

  次に第１０条で、たな卸資産の購入限度

額は２３３万8,０００円と定めるものでご

ざいます。 

  ４ページをお開き願います。 

  次に第１１条で、重要な資産の取得及び

処分は、取得として事務機器で、水道料金

及び企業会計システムを予定しております。 

  以下、予算実施計画以降の説明につきま

しては省略させていただきます。 

  説明は以上でございます。御審議賜りま

して御決定いただきますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第２８「議会活性化特別委員会の閉

会中の所管事務調査の報告について」を議

題といたします。 

  本件に対する議会活性化特別委員会の報

告を求めます。 

  議会活性化特別委員会、竹谷勝委員長。 

○議会活性化特別委員会委員長（竹谷 勝

君） 

  それでは、先般行われました議会活性化

特別委員会の所管事務調査の報告を行いま

す。 

  日程は、平成２５年１月２８日から２９

日にかけて行ってまいりました。 

  視察場所といたしましては、神奈川県の

湯河原町、同じく大井町議会。豊能町から

参加しましたのは、福岡議長、小寺副議長、

川上議員、高尾議員、秋元議員、高橋議員、

橋本議員、そして私、事務局から乾事務局
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長、それと杉田副主幹、合計１０名で行っ

てまいりました。 

  視察の目的は、現在、豊能町議会では議

会基本条例制定に向けて鋭意取り組んでお

ります。既に議会基本条例を制定し、基本

条例に基づいて先進的に議会運営に取り組

まれている議会に学び、今後の制定作業に

生かしていくため、今回、所管事務調査を

行いました。 

  まず１月２８日に湯河原町議会に行って

まいりました。 

  この町は人口が２万6,９２２人、これは

平成２４年４月１日現在、議員定数は１４

名でございます。 

  相手方から出席していただいたのは正副

議長、議会運営委員会の委員長、常任委員

会の委員長、議会事務局、７名で対応して

いただきました。 

  湯河原町が議会基本条例のきっかけとさ

れたのは１点、隣町との合併協議があと一

歩のところで破綻をし、町民に対してでき

るだけ早く自立の道を示す必要があったと

のことが１点です。住民投票で相手側が僅

差で反対になったそうでございます。 

  二つ目といたしまして、行政側が既に、

自治基本条例の中にも議会のことが触れら

れているため、議会としても議会基本条例

の制定が必要であったとのことです。 

  さらに議会基本条例制定に当たっての留

意点とされた点について説明がありました。 

  主権者である町民から議会に求められて

いる議会の役割、議員の責務、町民との関

係を明らかにすることが必要になり、以下

の三つの要素で構成する議会基本条例試案

の策定作業に入ったそうです。 

  １点目といたしまして、地方自治体は自

己責任、自己決定で運営する時代に入り、

町民の代表である議会もこの実行決定権を

どう生かしていくかという大きな責務があ

ったこと。 

  二つ目は、地方自治体や議会の権限がふ

えるばかりでなく、町民が参加し、あるい

は一緒に仕事をしていく町民協働の必要性

があること。 

  三つ目といたしましては、地方自治体は

自己責任、自己決定の運営で地域の自立を

目指していくためには自前の施策をつくり、

展開していくことが大変重要になってきた

との説明がありました。 

  以上、三つの大きな流れと時代の要請を

受け、議会みずからがその決意と運営の仕

組みを明らかにし、また今後の議会運営の

最高規範となることを目標に、特別委員会

において約１年６カ月の審議を行われ、平

成１８年１２月１２日に条例は全員賛成で

可決をされ、平成１９年４月１日から施行

されているそうです。 

  ちなみに全国の議会基本条例の制定につ

きましては、平成１８年５月１８日に北海

道栗山町議会が設定されております。平成

１８年１２月１２日に当神奈川県湯河原町

議会が全国で２番目に制定をされたという

ことになります。その後については同年１

２月２０日に三重県議会、そして平成１９

年２月２８日に三重県伊賀市議会が制定を

されておると、以下現在まで相当数の議会

で制定をされているそうでございます。 

  次に、主な意見交換会の内容を紹介させ

ていただきます。 

  まず議会報告会についてですが、実施要

綱を制定して運営しているそうです。開催

に当たっては全議員出席のもと、基本的に

当初予算後と決算後に４会場で実施してお

ると。ただし平成２２年度は東北震災の影

響で決算後のみということらしいです。 

  報告に当たりましては、予算特別委員会

を務めた各議員が質問した内容と行政の答

弁を中心に説明し、また当日に向けてリハ
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ーサルを４回程度行っておると。リハーサ

ルの中身につきましては時間配分等行って

いったそうでございます。それと報告会の

開催に向けての広報については議会だより

あるいは町報の広報紙等で行っているそう

です。 

  ちなみに参加者の実績ですが、平成２４

年度の１回目は３６名、２回目は２８名で

す。報告会の結果につきましては次回の

「議会ゆがわら」で報告をされ、中身につ

きましては質疑の内容あるいは別途アンケ

ート調査をされてますので、その結果等を

報告されております。 

  次に、一般会議についてですけども、こ

れも同じく実施要綱を制定して運営されて

います。一般会議申込書に、所定の申込書

に基づいて実施をしているそうです。申し

込みがあった場合には議会運営委員会で決

定をし、常任委員会で対応すると。ただ、

申し込みが余りない、少ないというふうな

ことをおっしゃってまして、逆に議会側か

らも各種の団体、特に補助金等を拠出して

いる商工会とか観光協会とか、そういった

ところに要請をしているということです。 

  実施に当たっては予算化の前に話を投げ

かけ、また団体の成果を聞いて進めると、

そういうふうな形をとっているみたいでご

ざいます。 

  自由討議につきましては、我々も検討し

てるんですけども、本会議場での自由討議

はまず無理であろうということで、まだ実

施もされてないようです。ただし全員協議

会あるいは常任委員会等では行っておると

いうことです。反問権につきましては、

我々も議論したんですけれども、反問権が

条例の中に入っております。目的といたし

ましては、より議論が深められるようにす

ること。また反問するに当たっては紳士的

に実施をすること。逆に質問側の議員につ

いても大変責任があるのではないかと、し

っかりと調査をして研究等々が重要ではな

いかというふうなお話もありました。 

  議員報酬あるいは議員定数については、

条例の中で第三者の意見を参考とするとい

うことになっているんですけれども、報酬

については報酬審議会の開催をその都度要

請すると。また定数については自治会、区

長会等の意見を参考にしながら進めておる

ということで、直近の事例の話はございま

せんでした。 

  議案に対する各議員の賛否の公開につい

ては既に実施をしていると。 

  終わりまして、議場を見学させていただ

いて、立派な議会放映の設備がありまして、

放映を実施されているんですけれども、経

費が何か５００万円ぐらいかかったと。議

会が始まりますと総務課の職員が２名専従

について放映をすると。その割にまだ放映

の範囲は庁舎内と一部庁舎に直結したコミ

ュニティ会場のみで、一般多数にはまだで

きていないという状況でございます。 

  それと条例の見直しについては、条例制

定から４年が経過した平成２３年３月に１

回目の改正を行われたそうでございます。

このときに町長への反問権あるいはコミュ

ニティの活動支援、あるいは広域政策への

取り組み等々を追加されたようでございま

す。 

  以上が湯河原町の意見交換の内容でござ

います。 

  次に、明けて１月２９日、大井町議会に

行ってまいりました。この町は人口が１万7,

５１３人、昨年の１２月末です。議員定数

が１４名。この町は比較的財政が豊かな町

で、歳入に占める町税収入が５7.２％。ち

なみに豊能町は平成２４年度当初予算で見

ますと３5.５％ということで、年によれば

不交付団体にもなる年があると、そういう
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町でございます。 

  主な意見交換の内容でございますが、議

会基本条例の制定のきっかけは、この大井

町というのはもともと争いごとを余り好ま

ないという町の風土があるそうでございま

す。昨年、平成２４年９月に町議会選挙が

あったらしいですけども、このときも無投

票で議員が選出されたと。またこれまでの

選挙でも無投票と選挙、選挙があっても１

人ぐらいがオーバーと、そういうふうな繰

り返しをしているそうです。過去に何か一

度定数に満たないときもあったみたいで、

それを契機に、町民にもっと議会のことを

知ってもらう必要があるのではないかとい

うようなことから、平成１９年２月から議

会基本条例の研究会を９回開催し、平成２

１年１月１日から施行されてます。この間、

北海道の栗山町、今金町、湯河原町に研修

も行かれたそうでございます。 

  意見交換会の中身ですけども、議会報告

会については、我々には実施要綱あるとい

うのは見せていただかなかったので、多分

つくっておられないのではないかと思いま

す。 

  開催に向けての広報は議会だよりあるい

は自治会の回覧板、また直近になりました

ら各議員が個人でチラシを配布してされて

いる人もあるらしいです。 

  実施については当初予算後に行うと。こ

こは若干豊能町と変わってまして、広報委

員会が広報常任委員会となってるんです。

特別委員会じゃなしに。こういった議会の

広報は全てこの常任委員会で取り仕切ると

いうことで、開催日あるいは会場等もこの

委員会で決めておるということです。 

  会場ですけれども、人口形態が豊能町と

よく似てまして、人口の２０％が中間山間

地に住んでおられる方が多いらしいです。

これまで場所を何回か変えたけれども、人

の集まりがもう一つ集まらないということ

で、次回からは町の中心部で開催するべき

かなというお話もされておりました。以上

が議会報告会です。 

  一般会議については町民からの申し込み

は余りないと。こちらも議会から各団体に

開催を働きかけていると。そうした中でこ

れまで年に一、二回開催をしているそうで

す。例えば障害者の親の会とか小・中学校

関係者とか社会教育委員などと懇談会的に

開催をしているそうです。 

  次に自由討議については、これまで実施

をしたことがないということで、中身につ

いては余り話ができませんでした。 

  陳情・請願につきましては議会運営委員

会で諮って本会議で上程をすると。 

  議会放映につきましては現在も行ってお

られないし、今後のことも計画はないとい

うことでございました。 

  ずっとはしょりましたけども、以上が湯

河原町と大井町を視察をさせていただいた

結果でございます。我々、当議会の基本条

例も、今、鋭意取り組んでおりますので、

ぜひこの両町の学んだことを今後の制定作

業に生かして、しっかりした議会基本条例

をつくっていきたいと思いますので、議員

の皆様方の今後の御理解と御支援をよろし

くお願いいたしまして、私の報告といたし

ます。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  どうも御苦労さまでございました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月５日午前９時３０分より会

議を開きます。 

  長時間どうも御苦労さまでした。 

 

散会 午後４時４７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

町長の施政方針について 

第 ４号議案 町長の退職手当の特例に関する条例制定の件 

第 ５号議案 豊能町特別職の職員等の退職手当に関する条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予 

       防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を 

       定める条例制定の件 

第 ７号議案 豊能町道路の構造の技術的基準等を定める条例制定の件 

第 ８号議案 豊能町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基 

       準を定める条例制定の件 

第 ９号議案 豊能町準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条 

       例制定の件 

第１０号議案 豊能町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に 

       関する条例等改正の件 

第１１号議案 豊能町乳幼児等の医療費の助成に関する条例改正の件 

第１２号議案 豊能町立保健センター条例全部改正の件 

第１３号議案 豊能町し尿処理場の設置並びに管理条例改正の件 

第１４号議案 豊能町立農村婦人の家設置条例廃止等の件 

第１５号議案 豊能町立コミュニティセンター条例改正の件 

第１６号議案 豊能町営住宅管理条例改正の件 

第１７号議案 豊能町都市公園条例改正の件 

第１８号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１９号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第２０号議案 平成２５年度豊能町一般会計予算の件 

第２１号議案 平成２５年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第２２号議案 平成２５年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 
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第２３号議案 平成２５年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第２４号議案 平成２５年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第２５号議案 平成２５年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第２６号議案 平成２５年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第２７号議案 平成２５年度豊能町水道事業会計予算の件 

議会活性化特別委員会の閉会中の所管事務調査の報告について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

            副議長 

 

      署 名 議 員 １１番 

 

        同   １２番 

 


